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冊子名『Philipy』 とは、“Philippines"と 「博愛、人類愛」を

意味する “Philanthropy"を 組み合わせた、「フィリピン大好き」

を意味する造語です。
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はじめに
天理大学地域文化研究センター主催の第 10回 「国際参加プロジェクト (フ ィリピン)」

は、2009年 2月 21日 ～3月 4日 の 12日 間の日程で実施されました。前半はフィリピン

共和国サンタローサ市を拠点に活動を行い、後半の2日 間は首都マニラに場を移しました。

本プロジェクトは主に、サンタローサ市内のシナルハン小学校において 4年生にリコー

ダーの指導を行 うものでした。また、子ども達と折り紙や絵を通しての文化交流、高校生

とのスポーツにも汗を流しました。国際交流基金マニラ日本文化センターでは、フィリピ

ン人日本語講師の方々を対象としたリコーダー教授法のワークションプを開催しました。

この報告書は本プロジェクトの準備、現地活動、帰国後の活動の足跡を記したものです。

この活動を我々だけの思い出に残すだけでなく、これから先の活動に繋げていければとの

思いを思いを込めて作成しました。お手にとつてご覧になっていただければ、大変嬉しく

思います。

第 10回 「国際参加プロジェクト(フ ィリピン)」 参力日者一同
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第10回随鞘鯵潮膨竹ジェタト(フイリビ刀」参力‖着名簿

所属は実施期間  l別∞ 年 2月 21日 ～3月 4日 )現海

■引帯

1.住原 則也

2.澤山 不可広

地域文化研究センター長、国際文化学部荻授

地域文化研究センター専任研究員、国際文化学部准教授

■鞘

1.奥  きよか

2.椋野 まゆみ

3.椋野 美和

天理教笠岡大教会よふぼく

天理教敷島大教会よふばく

天理教敷島大荻会よふばく、神戸大学 3年

■弾

1.安田美貴子

2.久保 真百子

8.岡島 美佳子

4.司削烏美恨子

5.貝増 舞

6.柳ナ|1賀津子

国際文化学部アジア学科中国語コース4年 (リ ーダー)

国際文化学部ヨーロッパ・アメリカ学科英米語コース4年 (サブリーダー)

人間学部人間関係学科社会糧祀斉顕〔4年

人間学部人間関係学科宗教学専攻4年

国際文化学部ヨーロッパ・ァメリカ学科ドイツ語コース 1年

国際文化学部ヨーロッパ・アメリカ学科ドイツ語コース 1年

参加者総数11名 (男 :2、 女 :9)
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”．現地活動スケジュー″レ～
報 学地域文イ財 センター αCRS)

第 ■0回 「国際参加プロジェク ト (フィリピン )」 日程

～ 6～

3/04∩

10:00

12:00

14:00

14:20

19:20

車月勤 (車月食はHF)

シナルハン小学校

リコーダ‐指導

昼食 1/」 ■ヽ問

文化クラス 1/」 3ヽ:250名)
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内 容日 時内 容日 時



ⅣLr 01(Sun)

09:00-12:00

12:00-15:00

Preparattfor Farewe■ Lmchol:ヽ監掩nda

Fallewe■ LШch or凸陣掩nda前血 SES ttachers and Hott Fam腱 s at Tenrikyo Sta,Ro醜
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Fёb 27(Fri.)

08:00-09:(Xl

09:15--10:15

10:15--12:00

12:00-13100

13:00-15:00

0どade 4 Secttm l(49 pЩ ttS)五 Musilc Class Grade 4 Sec故 n366pup工0こ出[u(地 Class

Grade 4 Sec故週261 五ム/1utt Class Cァrade 4 Seσ bαn 4(55 ねMutt αass
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08:00-09:00

09:15--10:15
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Grade 4 Sec故】1(49pⅦJOこⅣIuslc Class Gとade 4 Sα ttion 3(56p叩ユ0こ Mutt class
⑤阻de 4 S∝故〕n4(55pupユOhム/1utt Class働 ade 4 S∝価 2 五ⅣIutt Class
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|
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Grade 4 S∝tion 4(55pupユ0こⅣIutt ClassCとade 4 Secida 2 hⅣfutt α ass

山%etttlg&Preparationfor Tomorrd〆 s Class

LUttK】工atSES

Gとade l Seclk週 17(350pup工 0五Art Class
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08:00--09:00

09:15--10!15

10:15--12:00

12:00-13:(Xl

13:00-15:(Xl

Tenm A(5 Japawse FmaleVoluteers)Da俺―Th Ten▼ nR(4」apalleseFemaleⅧЩttr0

前 ahallttlementatt Schod(SES)五 City ofSta.Rosa,Lttma.

ScLdde
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天 理 大 学 地 域 文 化 研 究 セ ン タ ー (ICRS)
多
F′,/打′ 五コ 磨 参 ″ プ ロ デ =ク か 「

ノ ィ グ ご シ カ

募 集 要 項 (天理大学 学 生 生用 )

本プロジェクトは、「教学協働」と「社学連携」を志向し、フィリピンでのボランティア活
動とホームステイなどを通じて、国際協力のあり方を考え、帰国後の詰活動の契機とする
ことを目的としています。

1.場  所 フィリピン共和国ルソン島ラグーナ州サンタローサ市およびマニラ首都圏

2009年 2月 21日 (土 )～ 3月 4日 (水 )〔 11泊 12日〕2.期  間

3.参 加 費 : 10万 円 (航空券代金、宿泊費、食費 (一部を除く)、 フィリピン国内移
動費などを含む)

※ その他の費用については、天理大学後援会からの参加補助金などで賄われます。

4

5

募集人員 : 20名 程度 (最低催行人員 4名 )

募集資格 : 天理大学学生 日院生 〔全学部生 L大学院生が対象です〕

6.スケジュール (予定 )
2月 21日 (土 )
22日 (日 )

|

3月 01日 (日 )
02日 (月 )
03日 (火 )
04日 (フ!く)

関西国際空港集合 → マニラ国際空港
′ノB学校でのグコーダー指導

サンタローサ市

&

がランディア活動、ひのきιん、オームズデイなど

サンタローサ市 → マニラ首都圏 (フィグピン大学て2交流)
など

マニラ国際空港 (解散)→ 関西国際空港

7.申 し込み : 10月 27日 (月 )午後 5時必着で「申込書」を ICRSに持参 (FAXあるい
は郵送も可)して下さい。
申込書の内容をメールで送信いただいても結構です (必要項目が含まれ
ていれば、書式は問いません )。

8.参加者の決定 :申込書の内容と面接 〔■ 月 10日 (月 )あるいは■ 日(火)午後 4時半～ 8
時半の 10分程度〕で選抜します。結果は原則 e‐mailで通知します。
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報告書刺行に寄せて

天理大学学長

天理大学地域文化研究センター長

天理大学後援会長

天理大学国際文化学部長

天理大学人間学部長

天理教束本大教会サンタローサ出張所長

天理中学校教諭

総合地球乗境学研究所研究員

天理大学言語教育研究センター 講師

天理教道友社編集出版課『天理時報』記者

天理大学地域文化研究センター共同研究員

天理高等学校介護福祉科看護師

橋本 武人・・・・10

住原 只J也・・ a。 11

諸井 英二・・・ 。12

松尾 勇・・・・・13

神田 秀雄 。・・ 。14

上田 和興 。・・ 。15

米田 道治・・・ 。16

辻 貴志・・・・・17

吉田 智佳・・ D018
小林 月ヽ百合

石倉 勤 。・・ 。・19

椋野 和子・ D O● 21
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第 10回 「国際参加プロジェク ト」報告書刊行に寄せて

学長 橋本 武人

天理大学の「国際参加プロジェク ト」は、建学の精神に基づく行動指針 として唱道す

る「他者への献身」を国際的なスケールで実践 し、よって本学の教育目標 として掲げる

宗教性 と国際性を同時に酒養する教育課程である。

本プロジェク トは、2001年 に大震災に見舞われたイン ド西部地区への災害救援活動
として始められた。いわゆる義援金や救援物資を運び届ける類いの活動ではなく、最初

のイン ドでは貯水のための河川堰建設やボンガ (上嚢ハウス)の建築など、現地の人々

が自立復興へ向けて必要とするものを、ともに汗して建設するところに特色をもたせた

もので、この基本姿勢はそれ以降のプロジェク トにおいても一貢している。

2008年度の活動は、ここ数年続けられているインドネシアとフィリピンで展開され、
イン ドネシアを第 9回、フィリピンを第 10回 と数えている。本書は、サンタローサ市
のシナルハン小学校の 4年生児童 250為 に対するリコーダーの演奏指導を中心に、 1
年生 (350名 )。 2年生 (250名 )と 8年生 (250名 )の児童に対する文化クラスを開催 し、
フィリピン大学において大学生との文化交流を行った第 10回 「国際参加プロジェク ト

(フ ィリピン)」 の活動報告書である。

このたびのフィリピンでのプロジェク トで特筆すべきは、全国各地から 243本のソ
プラノ。リコーダーが寄贈されたことである。これは過去 3回 にわたるフィリピンでの

活動の実績が知られるようになり、多くの方々の善意が寄せられるようになったからで

ある。また、国際文化学部と高大連携の関係にある三階堂高校の生徒諸君から手作 りの

英語紙芝居が寄贈され、法隆寺国際高校の諸君から預かった手縫いの布絵本なども現地

に持参 し、それらはすべて文化クラスやその他の機会に活用された。

限られた期間とはいえ、言葉も違えば習慣も異なる異文化圏の人々との共同作業、ホ

ームステイ先の家族 との直接的な交わりを通して、参加者たちは国際性を培 う上で多く

のことを学び、現地の人々に喜んでいただく他者への献身を通して、人をたすける心、

宗教的な心性の酒養も可能になる。また、貧 しくとも純真で屈託のない子供たちとの交

わりは、何かにつけて恵まれている自己自身を省みる機会となり、物質文明が置き去 り

にしてきた心の豊かさを取 り戻す契機 ともなる。

今はまだ渡航先も限られ、参加人員数にも制限があるが、おいおい活動の範囲を世界

の各地に広げて、一人でも多くの学生諸君が参加できるようにしていきたい。終わりに、

この度のプロジェク トの計画実施に携わった教職員、絶大なご支援ご協力を賜つた関係

機関各位のご厚情に対 して、深甚なる敬意と謝意を表します。
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「くノー部隊」大活躍

地域文化研究センター長 住原 則也

「暗闇をなげくより、自分の持っているロウツクに火を灯すことを考えなさい」という諺が

中国には古くからあると聞きます。この世は問題が山積しどこから手をつけていいかわかから

ないほど見通しがつかない、まさに暗闇同然と思われるときですら、それを嘆き無気力に陥る

のではなく、各自が自分のごく身近なところから何お遵 細なことでもアクションを起こすこと

の大切さや意義を語る諺と解釈できます。今回 10回 目となる「国際参加プロジェクト」もそ

のような小さな灯火 (と もしび)であるかもしれません。 2週間足らずの活動で、途上国のか

かえる問題をわずかでも角早決できるというものではありません。しかし、学生にもできる活動

を行うことで、学生と現地の子どもたちや住民の間には確実に小さいながらも希望の灯火のよ

うな光が放たれています。私自身引率スタッフとして今回で 5回 目の参加となっていますが、

回を重ねる度にそのような感を深くしてきました。

今回のフィリピンでのプロジェクトもまた、多くの人に知っていただきたいような充実した

内容となりました。首都マニラから南方のサンタローサ市のシナルハン小学校とその周辺で、

参加学生と、ようばくの社会人計 9名は、間違いなくそれぞれの灯火を毎日精一杯放っていま

した。今回の参加者は全員が女性という、これまでにない人員構成でしたが、男子のいないハ

ンディなど全く見受けられません。私は勝手に、今回の参加者チームを、「くノー部隊」と呼ん

でいました。「九人で一手一つ」という意味も含めてのことです。「九人十脚」のチームワーク

と呼んでいいかもしれません。小学校などでの活動の場では全員で力をあわせ、また一人ひと

り別々の家庭でホームステノrし、慣れない外国語であつても積極的にホストファミリーとコミ

ュニケーションを取っていたように感じられました。朝は天理教束本大教会サンタローサ出張

所のお社の前で一緒に朝づとめをしてから一日の活動が始まり、夕方にも出張所で夕づとめを

してからそれぞれホームステイ先に帰つてゆくという生活がヅズムをつくっていました。忙し

いスケジュールでありながら、誰一人脱落者もなく、予定されていたすべての活動に満足ゆく

成果を得ることができました。この報告書はその記録ではあつても、全貌の一部しかお伝えで

きないのが残念です。

現地の生活空間は、貧宮の格差、衛生、食生活など、この「国際参加プロジェクト」などの

活動ではどうしようもないほど多くの問題をはらんでおり、活動を無事やり終えたといつても

誰一人自己満足にひたつているわけではありません。むしろこの活動をきつかけとして、引率

者も含め全員、今後どのように自分のロウツクに火を灯せばよいのか自然に考えるようになっ

ているものと思われます。

末尾になりましたが、後援会、東本大教会出張所の皆さまはじめ、ひとかたならぬお世話に

なったすべての方々に、心よりお礼申し上げます。
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これからも「国際参加プロジェクト」

後援会長  諸井 英

地域文化センター長の住原氏は、「国際参カロプロジェクト」について『フィリピン・プロジェ

クト06』 報告書で「本学の伝統である他者への献身と言い換えることのできる宗芽す女!l生 と、もう

一つは語学を身につけ海外に雄飛する国際性の双方を併せ持ち、本学の伝統的精神の延長線上

に位置するもの」と評価しておられます。言うまでもなく後援会の主たる役割は本学建学の精

神たる「陽気ぐらし社会建設のための人材養成」を狽」面からサポー トすることにあり、後援会

としても本プロジェクトを高く評価し、後援してきたところです。

ところが、海外情勢の関係からか平成 19年度会計決算において「国際参加プロジェクト」

関係の予算は十分に執行されたとはいえませんでした。そこで、平成 20年度予算においては

予算を減らして、関係者に事業実行に対する奮起をうながしました。そうした中、年度途中で

はありましたがフィリピンでのプロジェクト復活のための予算要求があり、私たちもほつと胸

をなでおろし、今、その成果を期待しているところです。

前出の住原氏によれば、このプロジェクトは現地へ出向く2週間の活動だけを指すのではな

く、長きにわたる事前の研修と帰国後の記録のまとめという一連の全工程を指しているそうで

す。その中には現地での急な活動内容の補正や、帰ってからの活動記録文集の整理、報告会の

開催や次年度予算要求等までもが含まれるのでしょう。まさに事業の立案から執行、評価にい

たる過程をプロジェクトにかかわるすべての人材が一手一つになってこそ成し遂げ得るものな

のでしょう。参加された学生さんはこのような貴重な体験を通じて陽気ぐらし社会建設の人材

となり社会に羽ばたかれるものと思います。

残念なことに、「国際参カロプロジェクト」については 2009年度のプロジェクト予算要求がな

されませんでした。諸般の事情によるものと推察いたしますが、歴史を刻み込みつつここまで

来た事業です。私たちは皆さんが諸先輩方とともに刻んでこられた歴史の重みを評価していま

す。

今回、私たちは「国際参カロプロジェクト」の予算項目だけはこれまで通り残すことにしまし

た。この事業にかかわってこられた皆様には、諸般の事情を乗り越え、これからも「国際参加

プロジェクト」を行う努力を続けていただきますようエールを送り、報告書に寄せる言葉とし

ます。
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第 10回 「国際参加プロジェクト (フィリピン)」 報告書刊行に寄せて

歴史を常に胸に刻んで

国際文化学部長 松尾 勇

2001年から始まった本学の「国際参カロプロジェクト」は、今回で 10回を数えることとなり

ました。これまで参加された多くの方々の熱意と真心が支えてきた成果だと言えます。今回は

卒業を目前に控えて、今まさに社会に飛び立とうとする 4年次生の学生の皆さんが中心になっ

てプロジェクトを実施されたことを聞いて、天理大学で学んだことを実践しようとするその熱

い思いに敬意を表するとともに、後輩学生に立派な模範を示してくださつたことに感謝申し上

げたい気持ちでいっぱいです。今や自宅の居間にいても世界中の情勢がいともたやすく情報と

して入手できる時代です。しかしながら、実際に現地に赴いて生活するとなると当然のことな

がら予測できないさまざまな困難が待ち受けています。12日 間にわたつてフィリピンの方々と

生活をともにしたことは参加した皆さんにとつて今後大きな財産になることと思います。

天理教の海外布教師養成を目的として創立された天理外国語学校を前身とする本学では、そ

の精神を受けて時代が変わつても常に「宗教 l生」と「国際性」を教育の根幹にしてきました。

真心のこもつた言葉でひとりひとりに接することの大切さは、時とところを超えて不変です。

今回のプロジェクトにおいてもそのことを実感されたことと思います。人が生きる勇気を与え

られるのは真心の触れあいを胸に感じたときです。そして人は生きる喜びを得ます。

「道は近きより遠きへ」、このことを背景に本学は日本に近いアジアの諸言語を教え学ぶ長い

伝統を持っています。今後も「国際参加プロジェクト」をさらに充実させる意味においても、

私たちはアジア諸国と日本の関係を近現代史において常にしつかり学んでおく必要があります。

第 2次世界大戦のおり、フィリピンをめぐる日米の対立がフィリピンの人たちに癒えることの

ない大きく深い傷を与えたことは、必ずしも多くの人たちが知つている史実ではないと思いま

す。私自身、今回原稿を依頼されてあらためて、かつてNHKで放送された『その時歴史が動

いた～引き裂かれた村 日米戦の舞台。フィリピン民衆の苦悩～』を見ました。歴史を学ぶのは

明日をより良く生きるためです。

参加された4年次生の皆さんが今後ますます実社会において活躍されますことを祈つており

ます。また、1年次生の皆さんはしつかり学び自らよく考えて学生生活を送られますようお願

いします。おわりに、今回のプロジェクトが成功するように支えてくださつたすべての方々に

感謝申し上げます。
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第 10回 「国際参加プロジェク ト (フ ィリピン)」 報告書刊行に寄せて

人間学部長 神田 秀雄

今年度も 12日 間にわた り、人間学部からの 2名 と国際文化学部からの 4名 の計 6

名、さらに 3名 のよふぼくの方々が参加 して、第 10回 「国際参加プロジェク ト (フ

ィリピン)」 カミ実施 されたことは、まことによるこばしいことです。サンタローサでの

リコーダー指導も、5日 間にわたる練習の後に発表会が行われ、先輩たちが切 り開い

た小学生との交流がしっか り受け継がれているようです。また、マニラでのフィリピ

ン大学生との交流行事にも、これまでの交流経験が活かされると同時に、「ひな祭 り杯

フィリピン相撲場所」の開催など、新たな工夫も疑 らされたことがうかがえます。今

回の参加学生は、6名 のうち 4名 までが 4年次生とい うことですが、卒業を前にして、

東南アジアの人々との交流を持ったことは、これから社会に出てゆくうえで、きわめ

て貴重な経験になったことでしょう。

ところで、私が学生だった今から 30数年前は、ようやく海外旅行が自由化 された

時代でした。「高度成長時代」の終わり頃で、ヨーロッパやアメリカヘの旅行が高い人

気を集めていました。そしてそのことは、当時の日本社会が、明治維新から約 1世紀

を経ても、欧米を模範 とする近代化 とい う発想からまだ到底脱却できていなかったこ

とをよく表 しています。

『天皇の逝く国で』や『祖母の国』の著者であり、アメリカ人の軍人と日本人の母

との間に生まれたシカゴ大学のノーマ 。フィール ド教授は、8年ほど前、同じくアメ

ラジアンで沖縄出身の大学院生島袋マリアさんとの対談 NHK教 育テレビ『シリー
ズ・日本人の肖像』、の中で、およそ次のように指摘しました。「日本人は、かつては

「お国のため」に尽くすことに縛られていたが、「高度成長時代」には、今度は「会社

のため」にイ要力くことがそれぞれの目標になってしまい、外側から近代日本の歩みを考

え直すいとまがなかった、そして 1990年代に東アジアや東南アジアの国々から「戦

争責任」を問われたことをきっかけに、いま、ようやく国という枠を超えた視点を持

つことを迫られている。」と。

本学は、「陽気ぐらし世界」の建設を建学の精神に掲げ、国の内外での「他者への

献身」を推奨している大学です。その天理大学に学び、卒業していく学生諸君には、

ノーマ・フィール ド教授が指摘する現代 日本の状況を、積極的に切り開いていってほ

しいと思います。そして、その意味から、天理大学のいちスタッフとして、私も、「国

際参加プロジェクト」を通じた交流を受け継いでゆくことに微力を尽くしたいと思っ

ています。
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お礼に代えて

天理教東本大教会サンタローサ出張所長 上田 和興

「他者への献身」という大学の方針の中でのプロジェクトとして、当出張所を数回に亘りお

使い頂き、望外の喜びです。

今回は女性ばかりのプロジェクトになりましたが、私は女性の持つ母性の素晴しさを再認識

させていただきました。

例えば、近所の見知らぬ子供たちが毎朝、出張所にやつてくるのであります。こんな事は、

かつてなかつたことです。小学校での雰囲気も女′陛の暖かさ、抱擁力で大変楽しそうでした。

お陰で、私たちが毎日おたすけに廻る貧しい地区の人々だけでなく、市役所、バランガイ・

ホール (町内事務所のようなもの)の人々ともお付き合いが出来て、昨年の■月には 10名 の

サンタローサの方々が東本大教会創立 Ho周年、五代会長就任本告祭、そして天理においで下

さいました。

天理教では、「′い通りの守護」という言葉があります。参加者の方々が数ヶ月の準備をされ、

現地で約 2週間活動されるわけですが、その裏に住原先生や澤山先生、椋野先生の長い伏せ込

みもあり、そのようなものが形を変えて「他者の献身」の果実をもたらしてくれているように

思います。

地球上の貧富の差や、政治の問題や国家間、民族間での紛争、それからくる飢餓に対する私

たち一人一人の何とかしようという思いと行動が、大きな力となり世界に影響を与えることに

なるでしょう。学生時代に培われた精ネ申が、お一人お一人の心の中で成長してその一億人の一

人になれたら、どんなに良い人生となるか知れません。人間は、一人で生きてゆけませんので、

自分が勝手に動くことはできませんが、精神は大いに子々孫々に受け糸陛がれてゆくことを信じ

ています。一人から数十人、数百人に広がってゆきます。

我がサンタローサ出張所は、ご覧の通りの小さな存在ですが、夢や企画は大きなものを

もち続けています。その時は又、お役に立てれば幸いです。

皆様、有難うございました。
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リコーダーとの出会い

天理中学校教諭 米田 道治

(リ コーダー教授法指導講師 )

みなさんの場合、ツプラノ 。リコーダーは小学校で初めて手にされたはずです。

私の時代、小学校ではハーモニカを吹かされ、中学校に入学して初めてププラノ 。

リコーダーを持ちました。私 自身は小学校 4年生の時に、東京の従兄弟と初めて出会

った際、彼から初めて 「リコーダー」なるものを教えてもらいました。 さすが東京は

違 うなあ、都会だなあ…と感心しながら、真似をしてピーピー音を出していました。

もともと音楽が好きだったからか、その後も時々、我流で吹いていた記憶があります。

そ うい う初めての体験が良かったのか、中学校に入学して初めてリコーダーを吹いた

時、みんなよりも早くから吹いていたために上手に吹けました。まわ りや先生が褒め

てくれるから練習する、また上達 して吹くと褒めてくれる.… そのくり返 しでハマっ

てしまったのかもしれません。いまだに音楽から足が洗えません (笑 )「好きこそ、も

のの上手なれ」と言いますが、その通 りの経験でした。

今回、講座を担当させていただいたのは 4度 目になります。毎回、強く印象に残つ

ていることは、学生のみなさんの真父Jな姿です。「目的」を持つこと、そして同じ「目

的」を共有する仲間がいることの素晴らしさを痛感 させ られます。今回は以前と比べ

ると人数も少なく、みなさん優秀な方ばかりで、用意していた教材がどんどん進んで

しまって、やることがなくなってしまうこともありました。実際に現場で教えてみて

どうでしたか?リ コーダーに初めて触れた子供たちの嬉 しそ うな表情を想像すること

はできますが、みなさんは直接それを見て、どうだったでしょうか ?これつてとって

も貴重な経験だと思います。音楽の喜びは自分で演奏することも喜びです。 しかし、

自分たちの演奏を聴いてくれる人が喜んでいる姿を見ると、もつと大きな喜びが得ら

れます。更に、自分たちが一生懸命に教えた子供たちが演奏してくれる姿、それはも

つともつと大きな喜びだったと思います。

「感動は人の心をきれいにしてくれる…」私はそ う考えています。みなさんもずい

ぶんきれいに…

わずかな時間ではありましたが、みなさんと同じ時間を過ごすことが、できて本当

に楽 しかったです。私は君たちに大切なことを教えてもらうことができました。あり

がとう ! 本当にありがとう !

いずれ機会ができたら、私 自身も一緒に出かけてみたいなあと思っているこのごろ

です。
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第 10回 「国際参加プロジェクト (フ ィリピン)」 報告書刊行に寄せて

総合地球環境学研究所研究員 辻 貴志

(タ ガログ語講師 )

「皆さんのフィリピンに対するイメージを聞かせてください」

昨年度につづき、今年も「国際参加プロジェク ト (フ ィリピン)」 の派遣前研修で

タガログ語会話を指導する大役をつとめさせていただくこととなったが、講義のはじ

めに、私は冒頭のような質問を参加者にぶつけてみた。

このような質問をしたのには、これからフィリピンとい う国やその人びとと関係を

築こうと意気盛んな、とりわけ 20歳前後の若い人たちが、どのようにそれらについて

理解 しているか、あるいはどのように関わっていこうとしているのだろうか知 りたか

ったからである。

「貧富差」「熱帯」「看護師」「バナナ」「やさしい人たち」などのキーワー ドに集約

される回答が得 られた。 どれも尤もだし、フィリピンとい う国や人々の特徴や問題点

について、少なからず大学の講義や本、ニュースなどで知識を身につけていることが

うかがえた。

少々いじわるかも知れないが、私が期待 した 「かわいそ うな人たち」あるいはそれ

に類する回答はみられなかつた。むしろ、さまざまな問題を抱えつつも、あるいはそ

うだからこそ助け合つてあかるく生きる人々がいて、彼 らと対等な目線で交流するこ

とでフィリピンとい う国や人々について学んでいこうとする真摯で前向きな姿勢に驚

かされた。

人はイメージに左右 され、現実のなかで生きている。ノイメージは現実を創造 し、現

実はイメージを増長 し、往往にして人の視野を曇らせた り偏狭にすることがある。た

とえば、ある県のプールや銭湯で性病が蔓延するとしてフィリピン人女性を締め出す

事件が実際に起こった。それは一部の在 日フィリピン人女性をエイズに感染 した売春

婦のように見ていたからである。一方、フィリピン人が一重まぶたの人を目にすれば、

自分の両眼を指で横に伸ばして相手の細い目をことさら強調 しようとするしぐさがテ

レビや巷で少なからず見受けられる (私事だが、わたしは辟易するほどフィリピン人

によくこのしぐさをされる。最近、アメリカでは、このしぐさをした若手女性芸能人

が、アジア人人権団体から人種差別の咎で告発 され、数十億円にものばる慰謝料を請

求される事件に発展 した)。

イメージ、そして現実には背景がある。そ うした背景について公正な視点をもつて

理解 し、問題点についてあらため、正 していくことが、 日本にいるだけではみえない

実地での人々との交流のなかから学び考える「国際参加プロジェク ト」に参加 した皆

さんにとつてのこれからの役割であり責任であると信 じる。私のタガログ語の教授能

力は依然 としてつたないもので、研修中みなさんには不明瞭な点などいろいろとご迷

惑をかけたかとおもいますが、フィリピンでの「国際参加プロジェク ト」を心底から

楽しみ、責任をもつてや りとげようとするみなさんの姿勢にささえられて、今年も無

事任務を終えることができたと充足感にひたつているしだいです。
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『学内連携 (「国際参加プロジェクト」と「まなび―た」)の始まりに寄せて』

言語教育研究センター講師 吉田 智佳・小林 早百合

「国際参加 プ ロジェク ト」 と「まなび―た」。活動の場は異なっても、どちら

も 「ボランテ ィア活動に支 え られた活動であ り、言葉や文化の背景が異なる者

同士が関わ りあ うとい う点では同 じです。 これまではお互いの活動は知ってい

て も、その活動 を連携 させ るとい う機会はあ りませんで した。しか し、その「連

携」が実現 したのです。

まず、「まなび―た」の活動 を少 しご紹介 します。「まなび―た」の基本理念

は 「母語、母文化の違いを超 えて、共に学ぶ者 同士がお互いに教 えあい、学び

あ う」とい うことです。「まなび―た」では、授業 とは異な り、学生同士が先生

にな り、生徒にな り、教 えあいなが ら、楽 しくコミュニケーシ ョンをはかって

います。 また、 1年 に何回かお互いをよりよく知 るためのイベン トを行ってい
ます。 自分の故郷 (母 国)に ちなんだ食べ物を持 ち寄って食べるポ ッ トラック
ランチパーティ、かるた大会、ゆかたの着付け、習宇教室、関西弁セ ミナー、

折 り紙教室な どを開催 してきま した。最初は 「互いに交流を深め、言語 。文化

の違いを超 えて相手 を知 ろ う」 とい うのが 目的で した。それか ら、新たな一歩

を踏み出 したのです。

きっかけは 「バザー」で した。品物は 「まなび―た」のメンバー手作 りのち

りめんマグネ ッ トとフェル ト素材の小物たち。 日頃持ち慣れない針 と糸で縫っ
た り、綿 をつめた り、 リボンを結んだ り…。その作業を しなが ら、だんだん と

メンバーの心は一つにま とまっていきま した。「心を込めて作って、買つていた

だいた代金はすべてイン ドネ シア、フィリピンのこどもたちのために使っても

らお う !」 と。 とはいえ、「まなび―た」のメンバーにできることは心を込めて

作 り、思いを伝 えて、気持 ち良 く買っていただ くこと。 どんなに頑張ってもそ
こまで しかできませ ん。そこか らは 「国際参加 プロジェク ト」に関わる方々に

バ トンタッチ !バ ザーにも協力を申し出て くだ さった、地域文化研究センター

の澤 山先生、椋野先生、そのお金 を ドッジボールや リコーダーにかえて、イン

ドネシア とフィ リピンの子供たちに届 けて くだ さった、住原先生、倉光先生、

そ して 「国際参加 プロジェク ト」に参加 された学生の皆 さん、多 くの方々のお

力添えをいただいたおかげで 「まなび―た」の思いは両国の子供たちに届 けら

れ ま した。

人間一人の力は微力です。 しか し、思いを同 じくす る人たちが集ま り、力を

合 わせた ときには とても大きな原動力 にな ります。このことを、「国際参加プロ

ジェク ト」と「まなび―た」の連携で体験 させていただきま した。今回できた、

この 「手のつなが り」が片方 の手にも、そ して、また別 の手にもつながってい

くことを期待 しています。
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「Jい」で受け入れ る大切 さ肌で感 じ

～「国際参加プロジェクト」を取材して～

天理教道友社『天理時報』記者 石倉 勤

青空の下、そろいのピンク色のポロシャツを着た 9人の美しい女子学生らが、吹き出す

汗を拭いながら、フィリピンの子供たちにリコーダーを指導する一―。いま、そんな光景

を思い浮かべながら、報告文の幸九筆に当たっています。当然、同じポロシャツを着て。

天理大学地域文化研究センターが主導する第 10回 「国際参カロプロジェクト」が 2月 2

1日 から3月 4口 までの 12日 間、フィリピン・サンタローサ市を中心に実施されました。

『天理時報』の記者である私は、 2月 26日 に現地に入 り、最終日の 3月 4口 まで同行取

材に当たりました。その様子を紹介した記事は「
〃
国際支援のこころ″学ぶ――フィリピ

ンで文化交流体験」(3月 22口 号 1面)と の見出しで無事掲載することができました。紙

面を通して、同プロジェクトの内容・成果はもとより、天理大学が標榜する「他者への献

身」を国際的スケールで実践する熱き学生たちの姿の一端を、教内の多くの方々に知って

いただけたのではないでしょうか。

今回の取材の狙いは、掲載記事にも記した通 り、「彼女たちは何を求めてプロジェクト

に参加し、異国の地で何を学んだのか」を知ることでした。

プロジェクトには、教内外を問わず、これまでに延べ 135人 の学生が参加しています。
そのOBoOGの 中には、海外の総領事館の在外公館派遣員や海外布教に従事する者をは
じめ、何らかの形で海外に関わる仕事に携わっている者が少なくありません。このことか

ら、学生たちはプロジェクトを通じて、自らの進路をも決定づける特別な
〃
異文化体験〃

をしていることが分かります。

「その体験が、どのようなものか知りたい !」。同行取材が決定してから急濠、澤山先生に

無理をお願いしてホームスティ先を探してもらうなど、学生たちと同じ生活環境を整えて

いただき、少しでも彼女たちと思いを共有できるように努めました。

滞在中、熱心に活動する女子学生ら9人。一人ひとりの表情は実に輝いていました。そ

んな彼女たちに、私は「なぜ ?」 「どうして ?」 と質問し続けました。私たちは「嬉 しさ」

「楽しさ」「悲しさ」「悔しさ」などを感じたとき、その感情がいったい何から生じている

ものなのか自覚していないことが少なくありません。質問された学生たちは、心の中 (ま

たは、潜在意識の中)で 〃記号〃のような形で浮遊している感情の源を、一生懸命に言葉

1こ しようとしてくれました。

私が,いからうれしかつたのは、投げかける質問を単に「取材」としてではなく、思慮す

べき「自らの問題」として捉え、真倹1に答えてくれたことです。「いま私は何をすべきなの

だろう?」 と。

取材を進めていくうちに、学生たちにさまざまな変化が見られるようになりました。あ

る些細な出来事をきつかけに「ホームスティ先の方々を初めて『家族』と感じた」「現地の

食べ物が初めて
〃
おいしい〃と感 じられた」「ある風景が昨日と違つて、明るく見えた」、

お道の学生であれば「一方的に教えを伝えるだけではだめ。まずは現地の人たちの宗教や

考え方を理解しなければ」等々……。彼女たちは、こうした変化をきつかけに、自らが感
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じたことを徐々に明確な言葉で表現してくれるようになったと思います。

結果、私が彼女たちの感 じたことをどれだけ聞き出し、言語化 (記事化)できたかは定
かではありません。しかし、取材で感 じた私なりのプロジェクトの神髄を言 うならば、参

加動機や夢や目標、現地での体験が異なっていても、「異文化を『頭』で分かろうとするの

ではなく、『心』で受け入れる大切さを肌で感じること」ができるという′点だと思います。
これは、教室の中で学べることではないし、単に観光として現地へ赴くだけでは体験する

ことはできません。リコーダー指導など現地の方々との交流の中で、言語や文化の障壁を

乗 り越えて、ともに喜びや悲しみを分かち合おうと一生懸命になること、さらには「喜ん

でもらいたい !」 と「他者への献身」を実践すること一―これらの経験を通じて初めて到

達する境地ではないでしょうか。

このように、「国際参加プロジェク ト」は、まさに「他者への献身」を国際的スケール

で実践し、大学の教育目標である「宗教性」と「国際性」を学生たちに涵養するものだと、

あらためて感 じた次第です。そして、大学在学中に一人でも多くの学生に参加 してもらい

たいと強く思いました。

末筆ですが、引率の住原センター長や澤山先生をはじめ、サンタローサ出張所長の上田

先生、現地教友の方々、美しき 9人の天理大女子学生らプロジェクト関係者の皆さまには、
取材に際し、多大なるご理角罪とご協力を頂き誠にありがとうございました。この場をお借

りして、厚く御礼を申し上げます。

それにしても「あぁ、記者としてではなく、学生時代にメンバーとして参加しておきた

かつたなぁ」と後悔の念にかられる今 日このごろです。

コラム①  《子どもたちがメンパーを呼ぶとき、アクセントは語尾!》

小学校に行つたときに、生徒たちが私たちの付けている名札を見てみんなの名前を呼んでく

れます。「amamw J「 kacchanI」 「mayL=nW」 アクセントは全部語尾なのです。フィリピンの人は

お互いの名前も語尾にアクセントを置くようです。これも、文化の違いなのでしょうか。

ミスターサヤワマァ??
フィリピンの人にとって「澤山」先生の名前は発音

しにくいようで、必ず一度は「ミスター ロBロ サヤ

ワマァ?」 と言い間違えていました。ちなみに、住

原先生のお名前は、「 sBロ ロ」スミハラのスも出て

こなかつたようです

「
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「国際参加プロジェクト(フィリピン)」 謳歌

天理高校 椋野 和子

はじめて地域文化研究センターを訪れたのは 2006年でした。2009年の今も時々研究棟の廊下を

歩くことがありますが、プロジェクトの一員を実感する時です。「フィリピン・プロジェクト 06」

に参加したあと、'07年のフィリピン、'08年にはインドネシアでのプロジェクトに共同研究員と

して同行を許されました。
「国際参加プロジェクト (フィリピン)」 では、その国の人々に接し、現実を見、知り、学び、異

文化を体験しプログラムに沿って活動しました。それらのすべてに感動し、大袈裟ですが生きるこ

との真意を問うきっかけとなり、今を感謝できることに繋がつています。生きる喜びを行動に表わ

すまでには大変なエネルギーが必要ですが、私にとつてその一歩を踏み出す勇気を与えてくれたの

がフィリピンでのプロジェクトでした。
`06に活動を共にした卒業生が国際社会で活躍している様子を聞かせてもらう場に居合わせ、聞

きながら幸せ感に浸ることがありました。それは「国際参加プロジェクト」が、国際人を育てる人

材育成につながっていると感じた一瞬で坑

世界を知ることはとても大切なことですが、実際に行動に移すのは難しいことです。今回の第 10

回「国際参加プロジェクト (フィリピ刀 」の出発直前、参加者の皆さんに「1分 1秒も無駄にせず

感動を胸の中に叩き込んでください。時間はあつという間に過ぎて行きます。皆さんが今後歩まれ

る道を人生という本に例えるなら、このプロジェクトはその大切な 1ページになるに違いありませ

ん」とエールを送りました。フィリピンでのプロジェクトがなくなるかも知れないということを聞

かされた後であり、私自身プロジェクトに関わった数年間が人生の大事なページに相当し、イ子動す

るきつかけを作ってくれたからでもあります。

フィリピンでのプロジェクトは、いつまでも心の中に感動が蘇ります。プロジェクトの参加者は

一様によかつたと振り返ります。何がそんなに?と言われても、言葉で表現し難ヤ洵いでの問題が隠

されているように思えてなりません。フィリピン人のホスピタリティーはもちろん、プロジェクト

におかけくださる諸先生方の想いとお力、綿密な現地調査、現地の方々の協力と日本から応援くだ

さる多くの方々のお陰でもありますが、直接ご指導くださった澤山先生の学生へおかけくださる念

(おもい)によるところが大きいと思えてなりません。
プロジェクトの全工程の前面には出てこない影の教育、それはふと漏らされる先生の一言の中に

光ります。何かを伝えようとしてくださるのだけれど、全てを明かさないまま個人の学びにまかさ

れる部分があり、その人の糧となる量は個人の気づきと受け取り方によりちがつてきます。決して

押し付けではない教育、自ら学ぶということを心がけておられたのではないでしょう力ち学生の秘

めたる力を伸ぼす教育をされていることに心を動かされました。

参加者が得た他渚への献身の喜びは、帰国後に作る文集の中に表現されますし、現地活動中の笑

顔と言葉の中にも感じました。「国際参加プロジェクト」の目的である宗教l生と国際l生の酒養が培わ

れたに違いありませ疵 学生達はそれぞれに大切なものを感じ取り、帰国後に道を切り開こうと模

索します。そこに先生は時機を逸せずポイントをご指導下さり、伸びる天理大学生を育ててくださ

いました。颯爽と歩かれるお姿から感じられる怖さと厳しさと不思議さをお持ちのお人柄にプラス、

弱者へ注がれる優しいまなざしに驚くことも多くありました。Mツト出張の前には必ず神殿で頭を垂

れます」とおつしやった言葉は印象的です。今年度で本学を去られることは、先導を失ったかのよ

うな心の揺らぎを覚えます。学生の最も近くで、影の力で大きく支えてくださつた先生、そして「国

際参加プロジェクト (フィリピン)」 にお心をおかけ下さつたすべての皆様に、お礼申し上げたくフ

ィリピンでのプロジェクト終焉の文集に、その下催
△をあつかましくも申し出ました。心から厚くお

ネL申 し上げます。本当にありがとうございました。
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天理大学「国際参加プロジェクト」のエンセンス

～天理スピリットの継承を願って～

澤山 利広

フィリピンでの「聰   [プロジエクト」は御コをもつて終了しますとその

ことは 2008年弱朗台まつた頃には想定されていまし亀 私も研修途中の 12

月濶司こイよ 当弾 紺 ることが決まり、本活動媚 |きを最後の仕事と位置付けまし亀

このブねグラムの目的イk 靴堵ムの献身」を国際的なスケールで実践呟 宗毅性と国際性を酒薦するこ
とにありますとそのため、現地での活動同様に、派遣前の謂学・技能修留卯吸 さらにイ剖司目陵り本験の疋

~

着と各方面―のこ斗脱 ための文集イ乍りを重視してきまし亀

フィリピンでのプロジェクトを進めるにあたり留意してきたことは、曙耀約雛珈 と的 でし亀

前者は天理勃コのネットワークやノウハウを活用させていただくという点もさることながら、天理教を含む

宗勃■ンセンスを取り入れた人づくりを自味しますと天哩痣詢五翌髪婢ψ慌譴弊確療戴機関を前身とする

学校剰まありますが、今では天理教信者とそうで細ばヽ人々とのアゴラ⊂樹専銹髯撃争勤動となっていま丸

伽』赳党期腑 センターイよ 1誡メンクベーのディンプリ切u凛なりながらも、多文化を誰 ・硼究するコ

スモス 僻蒔整然とした統■体としての世界)の形成を目指していることを嵩識呟 に靭参加プロジェク

ト」の衛酎よ 5用唾教をはじめとする様々 な表劉破 しながら人々の拠%界鑢 を払える国際人の育成を

重視してきまし亀 4跨部まIW釉朝 かれた大学を志向呟 均 ミ地域に育まれていることを考え孵武 キャ

ンパスの内と外での知恵と経験との売殉よ 海外での活動であつても当然のことですもこのプロジェクトで

現地の店操教育や保健衛生の改善などに取り組むことができたのイよ これらを実施するに足る十分な技術を

備えた市民の加画があつたことは明らかで坑 これら2つの要素が に際参加プロジェクト」を宗教私宰な

らではの教育プログラムとして特徴づt大 グローノシレと口▼カルの両方向に支援の輪翔山党 がら発展させ

てきた理由であつたに他なりませ疵

拗 チェック都 度となく繰り返呟 フィリピンでのプロジェクトの軌跡赫 り返ると、さらにこの

続きがあることイ薔話慟 さヽれますもそれはズ理スピリットの候暦で丸 浅辞の私はその合意を「陽気ぐらし」

世卿蓋剣彗議にきると期 字しています力＼それま世界平和を荷求する全ての人 が々共感できる坤

ですとこのプログラムに参加した我たのこれからのミッショ冽よ 構:々な形で天理スピリットを具現イヒする

ことであると自覚しておきたい所ですもそオリ浄 しく大規模な企てでなくても、胸 隣人を愛せ」や「無

財の七施 G励伝 和顔施(愛語施(身施(,両は 軸 鋤 」・のような、日常の生活での′己鯰ミけから

始められることにこそ真髄があるように静ま坑

最後に、当プロジェクトをご支援いただいた学内外の方々に深甚のお礼を申し上げますと既に天理大学を

離れた身ではありますが、今さらながら再認識することがありま丸 それは丁別 lこ出向いたどのメンバーが

欠けても、このプロジェクトが成り立たな力めたのはもちろん、周りでヒヤヒヤしながら見守うていただい

た関係者や、面識のない方 の々ご協力の大きさ砿 寄稿茨の行間にイよ 現地社会榊笏鄭関朝 る期待に

も増して、参加者の成長を願う動 彰刊睦 しがあふれていますとそのお陰で帰国後吻 酵初 らヽイ虫
―封調こ
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「与えるよりも与えられたものの方力滋効 っヽ抱 との感想が聞かれますが、4度のフィリピン (「フィリピ

ン・プロジェクト田」を含む)I勤日え、中臥 インドネシアを含め、計8回のプロジェクトに携わる機会を

鶴 こそ力半番の印罰こわ た崎曇 あヽりませ疵

イ也σ)国で実施されるこれからの「国際参加プロジェクト」が 聴謝・慎み。たすけあセ酒の心を育み、天

中 さらなる攀 を担うことを心より祈念致しま九

* 施すべ』弘説くべき貌な死難しる列たり隠 力がなくても、誰も力斗てで聰 にミ る七つの施しを示し幹
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グラフン・ベセスナ・アコン・ドゥマティン・サ・ピリピーナス !

天理教敷島大教会よふぼく 椋野 まゆみ

このタイトルは、私が自己紹介する時に使つたタガログ語で、「私はフ

ィリピンに来るのは2回目です」という意味です。行きの飛行機の中で

必死に覚え、今ではふとした瞬間に頭に浮かんでくるほど身についてい

ます。これをさらつと言うと現地の人から「おぉ～」つという歓声があ

がります。お気に入りのフレーズなので本文のタイトルにしました。

今回参加したのは、このプロジェクトの「現地の人と触れ合い、自分ができることを一生懸命や

った結果が彼らの笑顔となって返つてくる」というところが、これから私がやりたいこととぴった

り合致していること、そして2年前に味わったその喜びを、もう一度体験したいと思つたからです。

また、自分が将来進みたい道のヒントを得られるかもしれないとの思いもありました。女の子 9人

だけのメンバーで、初海外の子が 5ノ塩 初めは不安の方が勝っていました。活動は体力も精神力も

必要で、時には力仕事もあることを知つています。しかも生活環境や食生活も全然違うところで、

日本の便利な生活旧l貫れた子が、果たして本当に大丈夫力北 配ヽだつたのです。

全 11泊 12日 の行程の中で体調不良になる参加者もいましたが、大きな病気や睡我をすることも

なく、最終的には全員が元気で帰国できたことは、親神様のご守護あってのことだと思います。ま

た、先生方の甚大なるご配慮とご支持があったからこそ、プロジェクトの活動が円滑にできたこと

は言うまでもありません。

私が以前訪れた2年前に比べれば、学校でのIDカード導入や自家用車の増加、スーパーマーケッ

トでのエコバッグ販売など、発展や変化がたくさんありました。しかし、人の温かさや親切さは当

時と何ら変わっていませんでした。同じ街並みが私を待つていてくれました。 トライシケルの運転
手のスマイルには「フィリピーノ・ホスピタリティ」があふれていました。

私は、先進国と途上国との格差を少しでも縮めたいという想いがあり、将来は途上国の生活の改

善に関わりたいと考えています。しかし今回、国と国との格差よりも、フィリピン国内での格差が

想像以上に大きいことを知り、とても驚きました。サンタローサ市でさえも、お金持ちの家は「超

茨邸」と言う言葉がしっくりくるほど大きく、玄関の門は立派で、ダイニングキンチンが 3つもあ

り、お手伝いさんまでいるのです。一方で屋根の穴をグンボールでふさいででいるような家もたく

さんあります。けれども、屋根が穴だらけでそれを修理するお金がないから不幸だという概念を彼

らは持っていないということで抗。周りには愛する家族や友達がたくさん居て、それだけで幸せな

んだと、彼らの笑顔が語つていたように感じました。どんなに貧しくても人々は陽気に笑い、おし

ゃべりに花を咲かせていました。とにかく陽気で楽しそうでした。私たちのような外国人と目が合

えば必ず微笑んでくれるのです。そこに、天理教の目指す陽気ぐらしを見た気がしました。

天理教イま TヽGOや Iヽ)0などの団体とは違い、国の発展のための経済援助や技術支援を行う「物理的」

な救いではなく、「′い」を救うのだというのを聞いてとても腑に落ちました。経済発展や国家間の格

差縮小は重要な課題ではありますが、心を救うことができれば、経済格差なんてものも軽微なもの

に思えてきます。心が救われなければならないのは私たち日本人であり、今回のプロジェクトで心

を救われたのは私自身だったのかもしれません。大好きなフィリピンに恩返しができるよう、今後

こり封 Y義時ちをま府夭 南Υ稽醐池責任をもつて行動していきたいとJ思つ即7ます
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大好きなフィリピンヘ !
,

天理教敷島大教会よふぼく 椋野 美和

今、日本に帰ってきて思うこと。「フィリピンにまた帰りたい」

ということ。あの、心の温かい国へ帰りたい、そう思った。

今回の参加は、私にとつて 2度 目参力日の理由も2つである。 1
つ目は、昨年教職を目指すべきか悩んでいた私に、教師を目指し

たい !と 思える大きなきっかけを与えてくれたのが、このプロジェクトであったからだ。

昨年のリコーダー指導でメンバーや子ども達から大切なことを学んだ。本気で子ども達に

向き合 う、そうすればきっと子ども達に思いが伝わるということ。そう思わせてくれたフ

ィリピンにもう一度行きたいと思った。

サンタローサに着くと、懐かしい町並みや トライシクルが待っていた。それらを見ると、

昨年の感動が蘇ってくるようで「よしつ !来たぞ～ !!」 と胸のフクフクが抑えられないく

らいだった。

小学校のリコーダー指導では、昨年とは心持ちが違つた。昨年は全力で楽しもう !と い

う気持ちが強かったが、今年は初めての授業を前に緊張している自分がいた。今回のプロ

ジェクトはそれほど自分にとつて大きなものであり、どれだけ期待や楽しみ、不安を持っ

てきたのかを表しているようだった。

しかし、リコーダー指導が始まるとそんな緊張はどこへやら、毎日が楽しい !必死 !全

力 !感動 !だった。指導がなかなかうまく進まない時でも、子ども達の一生懸命に指を動

かすあの姿を見ていたら、私が「うまくいかないな～」なんて沈んでいる暇なんてなかっ

た。

また、子ども達の下手でも一生懸命な演奏を聴いていると、こんな音楽も素敵じゃない

か !と 思えることもあつた。実際に 4日 間で仕上げた「レロンレロンシンタ」はとても心

に響いてくるものだった。コンサー トで彼らが演奏している姿を間近に見ていて、胸がき

ゅつと締め付けられ自然と涙が出てきた。

人は困難な場面にぶつかった時、それを乗 り越えるための原動力となるものを持ってい

るという。それは人それぞれにあるものだが、私の場合はしんどい時こそ子どもの姿が必

要なのだということ、それをシナルハン小学校でのリコーダー指導を通して気付くことが

できた。また、子ども達との交流はたった 4日 間のものであったが、その 4日 間だけでも

彼らの成長をそばで見ていられたことを私は幸せに感じている。

2つ 目の理由は、フィリピンにいる大切な家族に会いたかったことである。家族とは昨

年のホス トファミリーのことであるが、私を家族の一員として迎え入れてくれた彼らに再

び会いたいと思つた。フィリピンの皆さんに共通して言えるのは、とても温かくて、とに

かく明るい !私のホス トファミリーもそのような家庭だつた。いつも笑顔の絶えない素敵

な家庭なのだ。英語はお互いに母国語ではないけれど、めいっぱい会話したり、冗談を言

い合ったりしている時間が楽しかった。

ママは時々、近所の親戚の家や友人宅に私を連れて行き、「私の新しい娘よ」といつも

紹介してくれた。その台詞を聞くたび私は嬉しくなったが、ひとつ大きなことを忘れてい
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た。私はママのことをいつも「Adaさ ん」と呼んでいたのだが、ある日ママから「あなた

はいつも私のことを Aidaさ んと呼ぶけれど、ママと呼んでね、娘なんだから」と言われ

た。その時はっとさせられ、私が家族になろうとしていなかったのかなと反省 しつつも、

そう言ってくれたママの気持ちがとても嬉しかった。そして今、私にはフィリピンに帰る

ところが 2つもあることを幸せに思う。

今年、昨年のホス トファミリーを訪れた時にも昨年と同じように、「美和が来たよ― !」

と、皆が笑顔で迎え入れてくれた。家々からどんどん家族が出てきてくれて、皆で集まつ

て思い出話に花を咲かせた。「家族つていいな」、純粋にそう思わせてくれるフィリピンを

私はうらやましくも思えた。いつも人々の笑顔と笑いの絶えない、温かい国フィリピン。

人と人との近さ、温もりの近さを言葉で表すのは本当に難 しい。言葉で表現すれば軽く聞

こえてしまうから、簡単に言葉で表すのがもつたいないくらいの感動がそこにはあつた。

もしかすると、フィリピンの人々の心は日本人よりもはるかに豊かなのかもしれない。フ

ィリピン共和国としてはこれからも社会的、政治的、経済的な発展を目指すだろうが、今

の彼らの温かい心は変わらずにいてほしいと願 うばかりである。こんな素晴らしい国へ、

また必ず帰りたい。フィリピンにいる時からそう思っていた。

ある晩、夜空を見上げたとき、暑い気候の中で北斗七星とオリオン座を見た。そのとき

思つたのは、日本もフィリピンも同じものが見えるくらい近くにあつて、世界は繋がって

いるのだということ。だから、必ず帰ってこようと決めたのだ。最後に、天理教東本大教

会サンタローサ出張所の先生方、ホス トファミリー、プロジェクトのメンバー、そしてご

協力いただいた多くの方々に感謝したい。皆さんのご協力なしにはこの「国際参加プロジ

ェクト」は成功しなかったと思う。心から感謝しています。本当にありがとうございまし

た。
i‐
~~~…

… … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … …

コラム② 《トイレ&お風呂》
フィリピンと日本の文化の違いを一番身近に感じることができたのはトイレとお風呂でした。

トイレとお風呂 (シヤワー)は一つの空間で、日本でもよくあるユニットバスのような形式です。

まず、基本的にトイレには便座とトイレットペーパーはありません。便座がないので「空気椅

子J状態で用を足していました。そしてトイレットペーパーはなく、使つたとしても便器に流し

てはいけません。排水設備などが十分ではないため、配管のつまりの原因にもなってしまうから

です。また、水洗式 トイレなのですが水を流すレ′`一がないので、便器の横に置いてあるバケツ

から手桶で水を汲んで流します。手動式水洗 トイレです。これがまた流すのが難しい !

フィリピンは常夏の国なので、お風呂でお湯は出ません。シャワーから出てくるのは水だけです

(お金持ちのおうちに行けば給湯設備がありますが、一般家庭では水

のシヤワーが主流です)。 ちょつと鉄臭くて初めはみんな抵抗があるの

ですが、慣れると案外気持ちいい?!さ らに、お肌や髪の毛の調子が

よくなつたという声が続出でした。 シャワーがないおうちもありま
すが、その場合はトイレの水洗と併用しているバケツと手桶を使つて

水浴びをします。立ちっばなしでシャワーなので、日本の湯船がちょ

つぴり恋しくなりました。 トイレ&お風呂

¬
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I hope…

天理教笠岡大教会よふぼく 奥 きよか

天理大学 「国際参加プロジェクト」に社会人として、また、よ

ふぼくとして参加させていただき、人と人とのつながりの大切さ

を今まで以上に感じさせられました。

初めての海外、私の英語力はほぼゼロに等しく、もちろんタガ

ログ語なんて喋れない、しかし不安よりも期待が大きく、なんとかなるでしょ !と いう思

いで出発の日を迎えました。

私の参加志望動機は、こどもが好きだからという理由でした。サンタローサの子ども達

は、とても明るくいつも笑顔で私たちを迎え入れてくれました。リコーダー指導では、こ

どもたちの吸収しようとする姿勢に圧倒され、大成功のコンサー トには、「ありがとう」と

お礼を言いたいくらい感動させられました。小学校での文化交流では、小さな体をおもい

きり動かし、楽しみ、喜んでくれました。そして、私たちが街を歩いているだけで、声を

かけてくれる子ども達も増え、いつの間にか長い列を作り、出張所まで付いて来てくれる

子ども達もいました。子ども達の笑顔を見ていると皆も自然と笑顔になり、子ども達に支

えられて活動が出来ていることを実感しました。

また、私のこのプロジェクトでの課題のひとつ、介護福祉士として他国の福祉、フィリ

ピンのホスピタリティーを知るという′点では、家族・親戚 Dコ ミュニティーでのたすけあ

いや絆を直に見て、知ることができました。その中で、座敷牢の是非や心身に障がいを持

った方々の生活について学び知るという新たな課題が生まれました。 日本で「福祉」と言
えイず「福祉制度」や 「福祉施設」という国の施策を想像することが多く、どこか冷たい印

象を持っていました。働きながらも、本当にやりたいことは何かと日々悩んでいたものに

少しずつカタチが見えてきました。今後私が、私の思いをカタチにするため伝え、理解し

てもらうには大変なこともたくさんあると思いますが、この経験が力となり助けてくれる

と、自信につながりました。

そして私は、ひとりのよふぼくとしても成長することができたことを、とても嬉しく思

います。海外でのお道の布教を窺い知り、フィリピンの方々のこころの寛容さに頭が下が

る思いでした。そして、プロジェクトの期間中には、おさづけを取り次がせていただくこ

ともありました。声も手も震え、感動で涙が出そうになりました。私自身、体調を崩し皆

に迷惑をかけてしまう事もありましたが、参加者が誰一人欠ける事無く帰国でき、大難を

小難、小難を無難にたすけていただいたこと、本当にありがたく思います。

フィリピンで出会った多くの方々や友達に支えられ、12日 間楽しく幸せに過ごすことが

できました。日本に帰って来た今、フィリピンの家族 (ホス トファミリー)に会いたくて、

帰りたい思いでいっぱいです。今度会う時は、タガログ語でたくさん話をしたいです。

このプロジェクトに誘って下さつた高校時代の恩師の椋野先生をはじめ、支えて下さつ

た先生方、一緒に参加したみんな、ありがとうございました。私は必ず、思いをカタチに、

夢を叶えます。本当に、ありがとうございました。
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フィリピンというステージで !

国際文化学部アジア学科中国語コース4年 安田 美貴子

みなさん、本当にお疲れ様でした。今回、「国際参カロプロジェク

ト」に参加して、私が「フィリピンは楽しい |!」 と想像していた

イメージとは裏腹に、私にとつて苦手なものがたくさんありまし

た。フィリピンは、そんな苦手だらけの私に克月限するチャンス、

達成するステージ、そして大きな感動を与えてくれました。また

フィリピンの発展について考えさせられました。

私は今まで仲のいい友達と行きたいと思うところへどこへでもでかけ、自転車やバイク

で台湾一週したり、北海道一月したりと自由気ままな旅行を楽しんできました。今年 4月

から社会人になる前に、大学 4年間本当に自分のしたいことだけをして、このまま社会に

出ていくのに不安を感じました。社会人になる前に「人のために役に立ちたい !」 、そうい

う気持ちがこの「国際参加プロジェクト」に参力日するきつかけとなりました。

出発する前、子供たちとリコーダーを一緒に学ぶことができる、ホス トファミリーと楽

しい Lれ を過ごせる、フィリピンの人たちと楽しい交流ができるなど、そんなイメージを

描き楽しみにしていました。しかし、今回のプロジェクトで、私はまず 「リーダー」とい

う大役を引き受けることになりました。自由気ままに過ごしてきた私にとつてみんなの先

頭に立って引つ張つていくことは、正直向いていないと思いました。 2つ 目に直面したこ

とは、メインのリコーダーが苦手であること。毎週のリコーダーの研修が憂鬱で泣きそう

でした。リコーダーを吹けないどころか楽譜を見ても音符 ♪が読めない(笑 )。 簡単な ドレ

ミ、指の使い方は分かるけど、ひとつひとつ指を押さないと吹けない。本当に私はこんな

んでリコーダーの指導ができるのか ?3つ 目に直面したことは、スピーチ。あいさつだな
んて何を何から話せばいいのかさつぱりでした。しかも、英語かタガログ語でするのだか

ら余計に混乱しました。フィリピンでは行く先々でリーダーは必ずスピーチする役 目があ

ります。これには毎日頭を痛めながらスピーチをこなしました。

そんな苦手なものが多かった私は次のように考え克服しました。

1、 〔リーダー〕今、何をしなければならないのか、その次に何をしなければならないの

か、常に頭に入れながらみんなより先に動けるように。また、周りのメンバーは順調

かどうかも常に気にしていた。

2、 〔リコーダー〕出発までの期間、毎日「フィリピン国歌」「レロンレロンシンタ」「小

さな世界」を最低でも4回以上は吹く。メロディーをイメージしながらゆつくり吹く。

3、 〔スピーチ〕スピーチでは、何を話せばいいのか分からなかったので、思いついたこ

とをメモにとり、英語かタガログ語に訳してもらう。毎回イベントごとにスピーチが

あるので、いつでもスピーチができるようにイベントの回数分のスピーチ原稿を準備

しておく。

以上のことを実践してみて、自分から進んでリーダーの役 目を果たせたと思うところも

あつたり、気が抜けてるところに「みつこ姉、出番ですよ !」 と周 りに引つ張られたりす

るところは「私まだまだできてないなぁ～しつかりしなきゃ||」 つて思うところもあつた

りで、私は本当にいつも周 りのメンバーに支えられてリーダーを勤めたと思つている。感

謝 !l。
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リコーダーについて、こんな下手な私が子ども達を前に「大丈夫かな ?」 と強い不安を

感じていました。 しかし、いざ指導してみると一所懸命吹いている子ども達の姿に胸いっ
ぱいになり涙しそうになりました。自分は下手だから教えられない、そんな気持ちはすっ

かり消え、いつしか自分も子ども達に教えとることに一所懸命になっていました。グルー

プ分けしたとき、私が担当したグループは出遅れている子ども達で、吹きl貰れてない、鉾

しい指使いに混乱している子ども達の姿を見て、そんな子ども達がなんだか自分と重なっ

て、逆に教えやすかったのです。自分もこうやって克服したことを子ども達に伝えた。す

ると、子ども達も吹けるようになりました。同じように吹くのが苦手な者同士、何か通じ

るものがあったのかもしれません。

ミニコンサー トで舞台に立つ自分の教え子たちの一所懸命吹いている姿が私に大きな感

動と自信をくれました。ありがとう||

スピーチを何回もしていくうちに、イベントごとにその場面をイメージしながら自分の

考えや伝えたいことがまとまって書けるようになりました。

また、こんなことが印象に残つています。交流班の交流 1日 目。司会進行をなんとかで

きるだろうと甘くみていました。交流班担当 2人ともが英語で説日り]ができません。でも、
司会進行をしなければなりません。相手は、タガログ語しかできない 1年生です。とっさ
に私はマイクを持って先生を呼び、つたない英語でゲームの説明をして先生がタガログ語

に訳して説明してくださり、なんとかゲームをすることができました。このとき、澤山先

生の「フィリピンは、いきなり何が起こるか予沢Jできない。そうなったとき、たとえ不可

能なことでも何かをして埋め合わせしなければならない。いつも突然やからな。」という言

葉が頭によぎり、すごく身にしみました。本当に突然英語でゲーム説明するなんて、思い

もよりませんでした。まさに突然 !!、 このことを反省し、事前準備をすることに越したこ

とはないと深く痛感しました。

最後になりましたが、フィリピンに行ったとき、貧富の差、川や道のゴミ、汚水の流し

つぱなしなどに驚かされました。フィリピン滞在中、私は「フィリピンが発展するには ?」

と考えていました。周りの先進国がフィリピンに大きな援助をしていると聞いています。

しかし、フィリピンではいまだにこういった状況が見られます。私たちの努力が無駄にな

らないだろうか ?と考えましたが、そうではありません。私たちが援助していることは十

分にフィリピンのためになっています。フィリピンが発展するには、フィリピン人が私た

ちの努力をどう受け止め、考え、動くか。また、フィリピン人自身が自国の問題を見つめ

改善していくかというところにあると思います。例えば、道端にゴミが落ちています。私

たちボランティアが、病気や怪我の原因にもなるゴミを拾い、道をきれいにしても、フィ

リピン人自身がゴミに意識しなければ、また道はゴミだらけになります。私たちボランテ

ィアはフィリピン人に発展する大きなヒントを残しています。私はフィリピン人にぜひこ

のヒントを国の発展にいかしてほしいと願つています。私は、今回の「国際参カロプロジェ

クト」を通してこれらのことを得ました。これらのことから4月 から社会に出ても大丈夫

だと自信がつきました。このプロジェクトに参加して本当に良かったII 天理大学をはじ

め、住原先生、澤山先生、米田先生、辻先生、椋野先生、Sta,Rosa出 張所上田先生、佐々

木先生、てい子先生、プロジェクトメンバー、ホス トファミリー、フィリピンの方々、、、、

本当にありがとうございました☆
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I   Haェ lggallg sa muli(ま た会 う日まで)!!

国際文化学部ヨーロッパ・アメリカ学科英米語コース4年

久保 真百子

今回 2度 目のフィリピン。前回は全ての事が驚きの連続で、あ

つという間の旅となりました。その中で、自分自身フィリピンの

人々からたくさんの事を教えられ、気付かせてくれた旅となりま

した。そして今回学生生活最後、いろいろなことを気付かせられ、将来の道を教えてくれ

たこの活動でお世話になった人達に思返しがしたいと思い一度参加することを決めました。

しかし、一方で参加することへの不安もありました。それは、前回の活動が自分たちの自

己満足で終わつてしまっていないのかということでした。

そんな中、始まつた 2度 目のフィリピン。街並みは以前とは違い、アプライヤー (小学

校がある地域)では車が走り発展途上国をヒシヒシと感じさせられました。また、前回を

含め二家族の HFを通して、改めてフィリピンの貧富の差を感じました。しかし、全く変

わらないのは人々の相手を思いやる優しさ、温かさでした。疲れているときもいつも私を

気遣ってくれたホストファミリー、本当の家族の様に再会を喜んでくれた去年のホス トフ

ァミリー、ate AMΔMII(あ まみ姉さん)と姉のようにいつも声を掛けてくれた小学校の

子どもたち。町全体が一つの家族の様に互いに支えあって暮らす彼ら、突然訪れた私たち

を本当に親切に迎え入れてくれました。少し実家に帰つてきたような気分にもなりました。

そして、今回のメイン行事であるリコーダー指導。 2回 目ということもあり、正直去年

の経験から…大丈夫であろうという安易な気持ちが少しありました。だが、現場に行くと

そうはいきませんでした。なかなか曲が進まず、時間だけが過ぎていくばかり…。発表会

までには曲を完成させなければという焦りばかりが先走ってしまつていました。そんな時、

誰かが「最後まで行かなくてもいいやん、楽しもう」と言ったのです。その時、驚くと同

時に自分たちが何のためにここに来たのかを考えさせられました。すると、私たちの本当

の目的は完壁にリコーダーを教えることではなく、楽器を演奏することの楽しさ子ども達

に伝えることだと気付かされたのです。その時から、私たちは楽しむことに重点を置き、

合言葉を「まず、楽しもう !」 としてリコーダー指導を行いました。するとどうでしよう、

子どもたちの表情が変わつてきたのです。

そして、発表会。あの完壁とはいえないがあの子どもたちのエネルギー溢れる音色、引

き終わつた後のあの嬉 しそうな表情は忘れることはありません。このとき、改めて物事は

結果ではなくその過程がいかに大事だということを感じさせられました。

また、もう一つ忘れられないことがありました。それは、去年 リコーダーを教えた子と

話をしている時のことです。彼女がふと「あまみ達に出会ってから日本に興味を持って勉

強しているよ」と言つたのです。その時、私たちのしている活動は無駄なことではなかつ

たと感じ、旅前の不安が吹き飛んだ瞬間でした。他にも、私たちが教えた曲を皆まだ覚え

てくれていて、音符を歌つてくれた子たちもいました。

一方で、今回の旅は個人的には色々なことを考えさせてくれた旅となりました。今後、

社会人として自分はどんな道を歩んでいきたいのか、どんな目標をもつて進んでいくのか
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不安ばかりの新生活でした。しかし、今回の旅で気持ちも新たに働けることの喜び、与え

られた環境を十分に生かしきるのも全て自分次第なのだと気付かされ、新生活へ背中を押

してくれる旅となりました。

また、今回の活動を通して強く思ったことが一つあります。それは、リコーダーを通し

た交流だけでなく、まだまだたくさん私たちが相互協力しあえることがあるのではないか

ということです。 リコーダー指導においても教えっぱなしではなくその後の支援も考慮し
た活動を行わなければ意味がないと感じました。したがって、このような活動を今回で終

わらせるのではなくこれからも引き続き継続的に行つていきたいと強く思いました。それ

がサンタローサの人々と出会ったものの宿命かなと思います。だから、フィリピンを出る

ときさよならは言いませんでした。Hanggang sa muli(ま た会う日まで)||

そして、最後に私たちが活動しやすいように協力して下さつた大学の先生方、サンタロ

ーサ出張所の方々本当にありがとうございました。皆様のご協力のお陰で充実した活動を

させて頂くことができました。本当にありがとうございました。

コラム③ 《フィリピンの水まわり》

フィリピンの生活でビックリしたことは、水のこと。飲み水はすべてミネラルウォーター

齢軸  で生活するが、それ以外は水道水。水道水と言つ
ャ   t  ても日本みたいにきれいに浄化されて飲めるなん

てものではない。水の匂いがとても生臭い。赤水

|‐
~= 
なのだ。そんな水でシャワー、洗濯、歯磨きする。

シャワー、洗濯するのはいいが、歯磨きするのは

口に水のバイ菌が含んでて体調壊すのではないか

と心配になる。あと、トイレの水が流れなかった

り、手洗いの水が出なかったり、日常茶飯事であ

る。

ラグーナ湖

家庭であれば、近くにバケツがあり水を汲んで流せるが、公共 トイレにはなかったりする。

そういうときは放置せざるを得ない (泣 )。 かなり申し訳ない気持ちにさせられる中いまた、

トイレの便座もなかつたりもするので、快適に用を足せないことが多く、「使座があらへん、

水があらへんってそれつてほんまに水洗 トイレ?」 って疑いたくなるほどトイレの機能がな

い (笑 )。 トイレという形だけがある !
もうひとつ驚かされたことがある。学校や家庭で出る廃水は廃水ポンプを伝つて流れるの

ではなく、そのまま地上に平気で垂れ流し。もしくはラグーナ湖に流す。廃水…食べ物のカ

スや洗濯水などが地面や湖に散乱してる :それを見て「え?う ちらが食べてる魚つて確かラ

ゲーナ湖産のはず…」ぶったまけたI廃水で育つた魚を食べたかもしれんと、自分の身体に異

変起きへんやんな?つて不安になった!そんなビックリ、不安になったフィリピンだが、フィ

リピン人はそれが当たり前のように生活してる!自分も大丈夫だと言い問かせ過ごしたが、せ

めて衛生面で安心できる環境を作る必要があると思つた !
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～フィリピンでの活動を終えて～

人間学部人間関係学科社会福祉専攻 4年 岡島 美佳子

現地では、笑顔の関わりを通してフィリピンの方々に喜んで

もらえるように、また、いろんなことに挑戦し、たくさんのこ

とを吸収することを目標に活動に取り組みました。

初日は、出張所でオリエンテーション。私のお世話になるホ

―ムステイ先があるアプライヤ地区は、かつてドラッグの危険地帯だと聞きました。さら

に、これから10日 間現地で生活するにあたつての諸注意を受け、私は少し身構えました。

しかし町に出てみると、現地の方々は、皆私たちを見てニコンと笑って挨拶をしてくださ

り、あたたかいアットホームな町の雰囲気に緊張がほぐれていきました。

ホームステイ先では、初めはなれない英語やタガログ語でコミュニケーションがとれる

だろうか、どんな風に関わればよいのかなど不安がありました。 しかし、自分の足らない
英語に耳を傾けてくれて、必死に理解しようと努めてくれる姿勢に、そんな不安もいつし

かなくなっていきました。そして、もつといろんな話をしたいと思うようになり、毎日単

語を調べるようになりました。もつと話がしたい、理解したいという気持ちが前に出て、

自然と自分の気持ちが前に押し出される感じがありました。そして、伝えたい思いを英語

で表現し直すことによって、日本にいる時よりも「自分は今何を思い、何を伝えたいのか」

ということをより考え、一つ一つの言葉に気持ちを込めて相手に伝えることができました。

また、相手と通じ合えたと感じた時の感激は言葉にならず、フィリピンでのこうした体

験を通して人と通じ合 う喜びや楽しさを改めて知ることができました。

そして、出張所では、毎日の朝・夕のおつとめがあり、私たちも参加 しました。鳴物は、

現地の信者さんや子ども達がつとめていました。おぢばから遠く離れた地で神様の思召し

に添い、心一つにつとめられている姿に勇まされました。

さらに、信仰面では、出張所の先生と布教活動に回つた際、行く先々で、天理教の布教

師を待つている人々がたくさんおられました。私自身も、海外の地ではじめて外国の方ヘ

のおさづけを取り次がせていただきました。貧しい状況に置かれた人々に、ただ物を施す

のではなく、貧しい人々の心を救う出張所の方々の活動に感銘を受けました。そして、お

さづけを取り次いでもらった人たちが、笑顔に変わる瞬間、感動で胸がいぱいになりまし

た。

また、2月 26日 に活動を終えホームステイ先に帰ると、お母さんが体調を崩して喉を痛

めていました。いつも笑顔で私のことを気にかけてくださるお母さんだったので、とても

心配でした。そして、早く元気になつてもらおうとおさづけを取 り次がせていただこうと

思いました。と同時に、キリス ト教の方が天理教の祈りに対し、抵抗を感じないだろうか。

また、ちゃんと英語で伝えられるだろうか、断られたらどうしようなどの葛藤があったけ

れど、何とか元気になつてもらいたい一心で勇気を出してお母さんに片言の単語を並べて

必死に伝えました。すると、お母さんは「自分のために神様に祈ってくれる」ことにすご

く喜んでいただき、l夫く応じてくださいました。そして、おさづけの取り次ぎが終わると、

涙を浮かべて「ありがとう」と言ってくださり、私も自然と涙が溢れた。
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これまで、他宗教をどのように捉えればいいのかわからず、偏よった見方をしていたよ

うに思います。 しかし、キリス ト教であっても、天理教であっても、神様を信じて仰ぐ姿
勢は変わらないものだと感 じました。

このプロジェクトのメインプログラムであるシナルハン小学校の子ども達へのリコーダ

ー指導では、なれない指導に毎日が必死でした。ヅコーダーを通して音楽の楽しさを知り、

楽しむ心をもつて、そしてたくさん笑って生きて欲しいという思いから、私は常に笑顔を

心がけ指導に取り組みました。子ども達のとでも素直で一生懸命にリコーダーを吹いて学

ばうとする姿勢に、逆にこちらが勇気づけられ、それに精一杯応えなければと懸命に指導

しました。少しずつできるようになっていく喜びを一緒に味わえた時も、言葉にはいえな

い喜びが沸いてきました。

最終日、わかる子がわからない子へと自然に自分たちで教えあう姿がありました。自分

ができたら終わりではなく、わからない子に教えてあげるという優しい心の使い方を子ど

も達から教えてもらったように思います。そうして、最後に行われた発表会は、ただただ

感動の一言でした。

マニラでのプログラム最終日、前日から喉が痛くて、翌朝には頭痛と高熱におそわれま

した。どうして最後に風邪をひいてしまったのかと悔やんだり、最終日のプログラムにみ

んなと出れない寂しさでいっぱいになりました。しかし、すぐにおさづけを取り次いでい

ただき、病院の治療を受けることができ、ご守護をいただいて夕方からの最後のプログラ

ムには参加することができました。この旅を通して、これまで皆大きなケガもなく元気に

活動させてもらえたことのありがたさをひしひしと感 じました。

そして、国際交流基金のフィリピン人日本語教師の方々へのリコーダー指導は、仲間が

がんばっている姿に後押しされて、いつしか体調のことも忘れて精一杯、最後までやりき

ることができました。思えば、これまでも仲間の存在に助けられたことが幾度もあつたこ

とにも気づきました。

また、この身上を通して、フィリピンの方々の「ホスピタリティー」に改めて感銘を受

けました。あたたかいアットホームな町の雰囲気で思いや りにあふれ、支えあって生きて

いる。私が体調を崩した際も、フイリピンの方々のあたたかい心にふれて、苦しくてしん

どかった気持ちがスーっと楽になりました。そこに「陽気ぐらし」を垣間見たような気が

しました。

出張所に来ていた子どもが「家がない」と言つたことがありました。私は、悲しい気持

ちになりましたが、それでもその子は失って生きています。どうして笑っていられるのだ

ろうか。本当は辛い気持ちを隠すために笑っているのかもしれない。私は何も言葉が出ま

せんでした。ただただ自分の耳を疑いました。そして、今もずつと問い続けている。自分

に何ができるのだろうか…。これからもこの活動で得た数々の発見と学びと向き合って、

自分自身に問い続けていきたいと思います。

この活動を終えるにあたり、たくさんの方々のご腸力、思いに支えられてこそ自分たち

の今があると痛感 します。現地でお世話になった出張所やホストファミリーの方々、常に

側で私たちの活動を支えてくださった先生方に心から謝辞を申し上げます。ありがとうご

ざいました。

～34～



きっかけを与えてくれた旅

人間学部人間関係学科宗教学専攻 4年 北嶋 美根子

私の初海外は、今回のフィリピンでの「国際参加プロジェクト」

でした。語学が全くできない私にとつて、海外での活動に参加で

きたことは夢のような話です。現地での生活の中で、超えられな

い言語の壁に何度も泣きそうになりました。しかし、ア見地での 2週間は、今までに感 じた

ことのないくらいのスピー ドで過ぎ、充実した生活を送っていました。

出発前に感動したことが 3つありました。 1つ 目は当初目標としていたリコーダーの数

が、最終的に目標の 2倍以上も集ったということです。みんなや先生方で知恵を出し合い、

様々な収集方法を考え、たくさんの真実によつて多くのリコーダーや折り紙などが集りま

した。皆さんの思いを決して無駄にしてはならないと思いました。2つ 目は、布絵本を法隆

寺国際高校に受け取りに行った時、作品の完成度の高さもさることながら、生徒さんのフ

ィリピンの児童に喜んでもらいたいという思いに感動しました。本当に私たちが代表で行

かせてもらえることの有り難さを感じました。みんなが一生懸命喜んでもらいたいという

一心で作ったきたこの思いを、現地の人にとどけなければと、実際に目で見て、話を聞い

て感じさせてもらうことができました。そして 3つ 目は、時間の合間をぬって一生懸命準

備を進める仲間の姿、人のために尽くすことが喜びと感じる先生方との出会いでした。目

に映る光景を意味あるものとして捉え、吸収したいと思いました。

いよいよ、出発。久保さんと朝は4時起きIのはずが 2人とも寝坊。急いで準備をし、つ

いに念願の初海外の旅が現実です !

現地に着いてからというもの、ご飯が口に合わない、 トイレの便座がない、虫に大量に

噛まれる、ホス トファミリーと会話ができない、そして暑い|||||こ んなので 2週間やってい

けるのか自信がなくなり、早くも初日の晩からホームシックにかかつてしまつていました。

唯一、出張所でみんなに会える時間だけが気楽になれる時間でした。 日を重ねる毎に、周
りの仲間も現地の環境に慣れ始め、自分ばかりが取り残される中、なぜ私だけが慣れない

のか…。私は何をしにここにきてるの、と初心となかな力Wl貫れない自分とのギャップに焦

り、不安ばっかりが募っていきました。しかし、ある晩、いつも一緒に寝ているホス トフ

ァミリーのおばあちゃんがそっと手を握つて寝てくれました。その時の何かに守られるよ

うな安心感は例えようのないほど、温かく大きいものでした。それ以来、自分が近づいて

いこうとしていない壁を作つていることに気づけ、見ていた世界が少しずつ変わり始めま

した。

メインイベントである、小学校でのリコーダー指導。 4日 間というとつても短い期間で

したが、コンサー トの時に見せたこどもたちの笑顔に元気をもらいました。最終的に我が

子のようにこどもたちが可愛く、別れが寂しかったです。技術を身につけるために求めて

くる姿勢の高さ、分からない子には分かる子が自然と教えている光景、万国共通のこども

のキラキラした純粋の眼差しに何度も感動しました。
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サンタローサのシナルハン地区を回らせていただいたり、現地の人たちやお世話になっ

た先生方を通して「恵まれている」とか「幸せ」ってなんだろう、つて何度も考えるチャ

ンスをもらいました。また、国際支援って難しいなあ、何なんだろうって思いました。裕

福になることが果たしていいことなのか、裕福になることで今まであった良きものが壊れ

てしまうのではないかと思いました。だから本当に何を必要としているのかということを

考える良きチャンスとなり、この旅では国際理解を深めることができました。日本に帰っ

てきて、いろんなことを改めて気づかせてもらうことができたように思います。フィリピ

ンで過ごした 2週間は私の宝物です。私の視野を大きく広げてくれる、価値観を変えてく

れるきかっけをもらった旅になりました。

初顔合わせのことを思い出したら、笑えてきます。それも、 2週間の旅が濃いものにな

つたからだと思います。本当にみなさんには助けていただき、とつても感謝しています。

このプロジェクトに参力日できたことを幸せに思います。本当に最高のメンバーに協力して

くださった方々に出会えたって心から思います。この出会いにお引き寄せに感謝します。

ありがとうございました。

Kumusuta po kayolllll

I

コ ラム④  《住原先生こちょこちょ事件》
私、北嶋は、ホームステイ先から出張所への行き帰りはパパのジプニーで送り迎

えでした。とある日の夕方、住原先生も用事があるため一緒に帰ることになりまし

た。その日はホームステイ先のハンサムボーイの息子さんが一緒に迎えに来てくれ

ていました。また、久保さんも一緒に同乗することになりました。とするとジプニ

ー 1台に、5人が同乗しているので狭い中●。久保さんと私は安全な椅子に座ってい

ました。ジプニーは震動がよく伝わります。また道も平らではないため揺れが激し

いのです。そのため捕まつていないと落ちてしまいそうになります。そんな時、私

達の日の前にセクシーな手がちよつと見えているではありませんか。ハンサムボー

イの手だと思い、2人でなぜだか手を触り始めました。するとついには向こうが握り

返してくれたんです !私達はわお!!

つて思い頬をピンクにしていました

(笑)するとニョキッと住原先生が

覗いて来られました。どうしたんや

ろうと思っていたら、どうかしまし

たか ?と聞かれ、その時触つていた

のは住原先生の手だつたのです !!!

もう私たちの勘違いの甚だしさに大

爆笑でした。

L
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初めてのフィリピン

国際文化学部ヨーロッパ oアメリカ学科 ドイツ語コース 1年

貝増 舞

遣士
ⅢⅢ

フィリピンは、私にとつては初海外ということや英語が苦手と

いうこともあり、正直初めは期待より不安のほうが大きい状態で出発の口を迎えました。

行きの飛行機の中ではとにかく必死にタガログ語での自己紹介の暗記に費やしました。し

かし、いざフィリピンに到着してみると、日本とは異なる風景に興奮しているうちにあっ

という間にサンタローサに到着しました。着いたその日からホームステイが始まります。

コミュニケーション面での不安がありつつホス トファミリーと対面しました。私のホス ト

ファミリーは聞いていたようにすごく若い子ばかりの家族でした。みんな同世代というこ

ともあり緊張している私にたくさん話しかけてくれて、会話の面で抱いていた不安はすぐ

なくなり、初日から本当の家族のように打ち解けることが出来ました。特にハイディ、ジ

ェニファーとコリーンとはホームステイの 10口 間、本当の姉妹みたいにずつと一緒にい

ていろいろな話をしたり、テレビを観ながらいろいろ語つたりと初めから会ったばかりと

は思えないぐらい仲良くなれて、自分でもこんなにホス トファミリーと馴染めたことにび

っくりでした。フィリピンは日本以上に親戚や、友人とのつきあいは親密で交友関係を大

切にしていると感じました。ホス トファミリーの知り合いの家に行ったり、話したりした

時もすごく優しくて、初対面である私のことも快く迎え入れてくれました。思つていた以

上にすごくありがたい歓迎をされて本当にうれしかつたです。日本ではこのような親密な

近所付き合いはないし、初対面の人をこれほど温かく迎え入れてくれることは少ないと思

いました。フィリピンに来てフィリピンの人たちの人柄が本当に大好きになったし、日本

人も見習 うことがたくさんあると思いました。

このプロジェクトで一番心に残つているのは、もうひとつ不安だったリコーダーの指導

法についてです。リコーダー指導は、当初予定していた 23日 がエ ドサ革命記冶日のため

に急潅休みになってしまい、予定より1口 少ない4日 間になりました。私自身リコーダー

が苦手ということや、人に教えた経験がなかったのでとにかく必死の一言でした。グルー

プ内でも個人に分かれてからの指導では、とりあえず簡単な英単語や体を使って言いたい

ことを分かってもらえるように一生懸命伝えようとしていました。上手とはいえない私の

教え方にもかかわらず、子ども達は 1時間の授業の間ずつと真剣に私の言つていることを
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聞いて、一緒になってまねをして覚えようとしてくれました。リコーダーで一節吹けたら

私のほうを見てニカつと笑顔を見せてくれる子ども達の姿を見たら、自然と私まで笑顔に

なれました。最初はみんなで音を合わせようとしても全く曲に聞こえなかったのに、練習

を重ねていくうちにかすかに曲っぱく聞こえてきた時は、すごく嬉しくなって「オッケー !

オッケー !」 の連発でした。リコーダーを指導するうえで思ったのは、やはり人それぞれ

リコーダーの得手不得手があつて全員が完壁に演奏できたわけではなかったけれど、苦手

な子もその子なりに諦めず練習している姿や、得意な子が苦手な子に教えている姿を目に

した時には、「まだ小学生で小さいのにちゃんと助け合いの関係ができてるんや。」と感心

することが多かったです。周りにいる大人たちの温かい人柄が、このようなこどもを育て

るんだと感じました。

子ども達がどんどん上達していく姿とか子ども達の笑顔を研修中ずっと近くで見ている

と、みんながみんなすごく素直で可愛くて、自分が本当に子ども達の先生になつた 4日 間
でした。リコーダーの指導を終えた小学校の帰り道やホス トファミリーの家に帰る時にも、
いたるところから私を呼ぶ「まいまい― !」 っていう声が聞こえてきたり、どこにいても

手を振ってくれたりと、学校を離れても親しく話しかけてくれることが嬉しくてしかたな

かったです。フィリピン滞在中は本当にアイ ドルの気分を味わえました。たったの4日 間
だったけど、自分が先生として指導者の立場にたってみて、人に何かを教えることがどん

なに大変で難 しいことか、ということを感じることができました。実際やってみないと、
この大変さは分からなかったと思うし、達成感も味わえなかったと思います。

またフィリピンに行ってこんなにも充実した 10日 間を過ごせたのはホス トファミリー
の存在が大きかったと改めて思います。私に本当の家族として接してくれたことが本当に

温かくて初めは長いと思った 10日 間は、自分でも驚くほどあっという間でした。初めて
周 りがみんな日本語以外の言語の環境に囲まれてみて大事なのは言葉だけじゃないという

ことも分かったし、言葉がうまく通じなくてもお互いのことを知りたいという気持ちでな

んとかなるもんなんやと思いました。

もうひとつフィリピンに来て知った大きなことがあります。それは格差の問題でした。

格差があることは多少は知っていたけど、正直フィリピンの格差は想像以上でした。サン

タローサ市内もそうですが、マニラなどの都心に行ってみると本当に一緒の国なんかな?

つて思 うぐらいに生活環境が違 うのが現状でした。どこの国にも格差はあるし、もちろん

日本にも格差はあるけど、フィリピンほど住んでる家に差があるわけでもなく、交通手段

もサンタローサ市とマニラではぜんぜん違 うことばかりで、世界の現状を少し垣間見るこ

とができたと思います。この現状を知って、本当に日本という国は恵まれていると思った

し、日本で当たり前のようにできている生活はすごく贅沢なんだと感じました。今の生活

を当たり前だと思うのではなく、毎日働いて生活を支えてくれている両親にも感謝の気持

ちを忘れたらだめだと思いました。サンタローサの人たちと接していると、決して豊かな

生活ができているわけじゃないけど、みんないつも笑って、明るい人ばつかりで、お金が

なくてもこんなにも毎日楽しめるということが本当に素晴らしいことだと感 じたし、お金

があることだけが幸せの基準ではなく自分が毎日を楽しむことが一番大切ということをフ

ィリピンの人たちの笑顔を見て感 じました。短いフィリピンでの滞在で学べたことは数え

切れないくらいありました。いままで持っていた価値観を変えることができました。フィ

リピンでの毎日はこれからの私にとって忘れられないものになり、このプロジェクトヘの

参力日を通じて世界に興味を持つきっかけにもなりました。本当に参加 してよかったです。
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たくさんの出会い

国際文化学部ヨーロッパ・ァメリカ学科 ドイツ語コース 1年

柳サ|1賀津子

今回のプロジェクトに参力日させていただいて、フィリピンの

方々に笑顔をたくさんもらえました。そして日本では出来ない経

験など、とても濃い 12日 間でした。

はじめは、ホームステイや初海外ということもあり、食事やコミュニケーションをとる

のが大変でしたが、私の単語だけの英語を理解しようと真剣に話を聞いてくれたり、タガ

ログ語を教えてくれたり、とても嬉しかつたです。そして、ホス トファミリーのお母さん

が、スーパーで店員さんに「私の娘」と言ってくれた時、ご飯も始めはお客さん扱いで手

伝おうとしてもしなくていいと言われたけど、毎日言っていると「これ運んで」と言われ

た時、家族の一員と思ってくれているんだな、とすごく実感が湧きました。

シナルハン小学校でのリコーダー指導、初めは最後まで出来るかなと思っていたのにみ

んなが、どんどん上手になって、上手な子が出来ない子にリコーダーを教えてくれました。

言葉はあまり通じなくても自分も頑張れば、みんなも向き合ってくれるんだと思いました。

「マガリィン(上手だね)」 と言ったときの嬉 しそうな笑顔、最後は私がいなくても協力し、

教えあってくれてる姿はとても印象的でした。最後のコンサー トが終わったときの達成感、

子ども達が「サラマント (あ りがとう)」 と言ってくれたことは忘れられません。お昼休み

は私達が食堂でご飯を食べている時、窓の網に顔をつけて、ずっと見ている子達がいてび

つくりしました。そして、生まれて初めてのラブレターをたくさんもらいました。私の名

前とタガログ語が少しと漢宇がいつぱい書かれていてるものを貰つたり、道を歩けば、手

を振つて挨拶してくれたり名前を呼んでくれて芸能人になつた気分で、すごく嬉しかった

です。

私がフィリピンに来て一番思ったことは、格差の大きさと、ゴミの多さです。道路脇で

屋根が今にも抜けそうな家があるにも関わらず、お手伝いさんが何人もいそうな大きくて

立派な家や、首都と地方との生活水準の違い。道端にはゴミがいつぱい捨ててあるし、衛

生的にすごく悪いと思いました。今まで見たことのない光景を目の当たりにして、びつく

りした反面、このような世界の現状を見ることが出来たのは、今回プロジェクトに参力日で

きたからだと思います。そして、私達が住んでいる日本は、すごく綺麗で恵まれているな

と改めて実感しました。幸せの形はいろいろ、だけどお金があるから幸せ、そうじゃなく

お金がなくてもすごく毎日が楽しい、ということを教えてもらいました。

このプロジェクトに参加したことで、もつと世界を知 りたい!いろいろな国を見たい |と

思いました。出張所やホス トファミリー、先生方、プロジェクトのみんな、サポー トして

くださり感謝しています。

フィリピンでのいろんな方との出会い、経験は一生忘れません !

ありがとうございました I
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Mesttage:勘o恥 o岬!40St   耕
ホス トファミリーからのメッセージ

ムlfayuⅡli san,a very ldnd person,1'Nanay▼ 'said she is pretttr and ttnny.she is very good

when she(塑 eaks in EngLsh,M[ayumi san Peacel :).… ,ⅣIayumi san is yasashii,
ki14ben na,reegi tadashii and funny person.I hope you come back here.We will■ liss

yOu●中take Care always,Thank you very much:)      l.                Tギ 19

Micco is a kind of girl that easy to be wi血 .

She is very fu■ l■ly,kind and nice to talk to. At the irst

i11:le we IIlet lxly Hlohell,11le and М cco go to lxlarket then

we bought rOasted chicken for our dinner, I found out
thatム /1icco'san,

I hope you wユlcome back here ill Phユ ippines and you are

welcome to stay in our house.

～椋野まゆみ 。安田美貴子ホス トファミリーより～

Kyoka is really a happy peason.We e対 Oyed her company so IIluch.Yung stay nya
sa'Inin for lweek grabel Naminiss talaga na11ln sya.

First day palang nya sa'Inin para syang lnenber of the faIIlily kasi sobrang lapit na nya

sa'Ⅱ五n at hindi na sya nahihiya.

ⅣIaaga syang guH五 sing ng mornillg,never syang na‐ latelⅣIasipag,tumutulong sa
ganaing bahay,naghuhugas ng pinggan at nagtty din yan lnagluto■ linsan.

Sa gabi,lagi naⅡ 五ng tinatanong“ Ano gusto nya breakfast at dinner?"ang lagi nyang

sagOt“ AnoI】:lairerecomend nyolxg masallapl"PerO kahit

ano kinakain 4ya at lahat ng iaLin namh e masarap
para sa kanya.

Kasama(近 n naHlin syang lnagsinba ng a Saturdays,sana
makasama pa namh sya ng matagal,kaso last day na
ch,Happy....ム /1aHliⅡ liss taraga naⅡ lin sya,Sana nag
ettOy din sya sa company naⅡ lin.Pede next year sya

ul比?He he he,
区こyoka we'11 80nna lniss youl Always take care god blessI

Good luck!
～奥きよかホス トファミリーより～

It was a great priv工 ege and honor tO be chosen as the

Lost fa■五ly for lne.Miwa ⅣIukuno is very warnl and

loving student of Kobe universitゝ W睫)had a very 11lce

and memorial experience wida her.Our fa■ lily learned a

lot色 o■l her cultu■・e,her fa■lily and her Ⅱlission in life as

a teacher aldLough her stay in ollr home was too short,

We wtt be glad that she wi■ visit us again h near

futllre.

Aida C.Neri
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櫛
ｉ１０

Ａ
甘

４
字



Miss ⅣIIKAKO(OKACHANG)is a good person,She
love's chユdren very lnuch.

My fa■五ly is very happy to lneet ⅣIIKAKO,弧ミ血ank you
for all the things that yOu've thought, as even you are

」apanese and also thank you riDr yOur gifttO my daughter

l hope this prOJect will be continued as years go on,Again

Thank you very much.OKACttG,we love you,&good
luck on your career,“ SAYONAごψΨ',,,1

～岡島美佳子ホス トファミリーより～

AkO ai Eng Leticia Bascon 75 years old naging Tagasubay bcep ni missム /fineko Kitttima.
Dumating oiya oc a■lin ng Feb 2.araw ng saba

～北嶋美根子ホス トファミリーより～

I can say that the Tenri University prttect iS really a success I

They really lnade批 的 Ough the help ofthe teachers,staff and Of cOurse of the students・
..

Everyone gave a llilemorable experience to all pil亀 )inO that they encountered especially
to their Host FaⅡ 五ly.Even though they can't speak Enghsh or communicate e asily
because the difference of the Language,but still they
made it tO become close tO thell:HOst Family .And One

more thlng,theプ ve been really close tO the students that,
they taught recorder,SIGN LANGUAGE ttALLY
WORK FOR THEⅣ IIhahaha
AbOut our host student l亜ai KaiHlasu,she's been really
nice tOュ狙y fa■lily who 10ve jokes s0 14uCh and she can
ride them easily, We treat her as One of the melnber Of

our family…

山Iai Kaimasu youte sO GREAT!
Ⅵ咽 LOVE YOU SO MUCH ～貝増舞ホス トファミリーより～

Kacchan,built good relattonshtt witt Our hmily t0 10ve others as we love Ourse"es to
love gOd irts,Kacchall taught us Tae cultxxre Of」 apanese people and we do know that
Kacchan learned Filゎ inO Culture too.She taught our children Low to love othersI We do
hope that TENRIKYO TOHONN and TENRI Un市ersity w』lg市e us adopted studellts
again.聯he do hope that friendshね betWeen Phlゎpines
and」apanese will colltinue and bear moreと uits Of good
relationship forever, Ollr home is open to everyime,

everyday for the TENNRI studentt We will miss
Kacchan,and other students and do hope Kacchan will
come back sOon here in the Phlゎ pines,may tte good
lord bless us all TENNRIKYO staff, students and
family of all students who were here ill the Philippines.

Most especially Kacchan family her色 血er,mOthe恥
sister月 Tld brotheli,we do■ ope to see you solneday.

～柳川賀津子ホス トファミリーより～
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事前研修を通じて、自分達にかかる期待の大きさを感 じ、また、研修のおかげで現地で
も多少の自信を持つことができました。今回の研修でお世話になった多くの方々にお礼を
申しあげると共に、私達が学んだ研修内容を紹介します。
11月 22日 の研修はふるさと会館、2月 15日 。16日 の研修は天理教芦津詰所、それ以外
はオ山之内キャンパスで行われました。

11/17(月 ) オリエンテーション
この日が初顔合わせでした。去年のビデオを見たり、参力日者の自己紹介などが行われま
した。これからみんなで頑張ろうと、思いました。

11/22(土 )シ ンポジウム『国際協力広場。シルクロー ドの束端からアフガンヘ』
午前中は私達メンバーの他、奈良」ICAグループの方々と共に準備を行いました。
午後 2時より松浪健四郎氏による「アフガニスタンをめぐる世界と日本」と題する基調
講演がありました。パネルディスカッションでは国際協力について尽力されている 5名の
パネリストが「これまでのアフガン、これからのアフガン」というテーマのもと、熱いト
ークが展開されました。メンバーー同、今回の行事を通して国際理解が深まったように思
いました。

11/23(日 ) レクチャー「サンタローサで期待される活動について」上田和興氏
サンタローサ市のみなさんと天理散策。
サンタローサ市からの帰参者の方々を石上神官から山の辺の道、天理観光農園周辺ま
でご案内。道中で柿を購入されたり、記念撮影などされ、1時間ほど散策しました。

11/26(水 ) レクチャー 「日本文化 と相撲」 渡邊昌文氏
この日は、フィリピンでの相撲交流に備えて渡退先生による相撲のレクチャーでした。
相撲の歴史や相撲の豆知識などたくさんのことを教えていただきました。
中でもみんなが一番驚いたところは、相撲が日本の国技と呼ばれるようになった経緯で
した。なんとそれは、日本両国国技館でするスポーツであるから…。あまりにも簡単な理
由に一同笑ってしまいました…・。フィリピンで交流する上でのア ドバイスも頂きとても勉
強になりました。

11/30(日 )実 習 「ビデオ撮影研修」 森日郁子氏
この日は、芦屋市広報チャンネルディレクターの森口さんがビデオ撮影テクニック
(準備、姿勢、技法、編集など)を教えてくださいました。また、撮影する上で一番重
要なことは嘘の情報を流さないこと、素直な気持ちで撮ることなどでした。私達も先生
に教わったことを参考に自分達でシナリオを作り撮影 しました。シナリオ通りに撮影す
ることは大変難 しく、その中で観客にス トーリーの意図をビデオを通して伝える難しさ
を痛感 しました。
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12/1(月 ) リコーダー研修①
いよいよ今日からリコーダーの研修が始まりました。天理中学校の米田先生にご指導い

ただき、リコーダーの持ち方や吹き方など自分達が実際に教えることを想像しながら学び

ました。「エーデルワイス」「春の小川」「ドレミの歌」などの曲を練習し、皆で演奏しまし

た。現地の子ども達にリコーダーを通して演奏する楽しさを伝えて、喜んでもらえるよう

に、これから一生懸命練習しようと思いました。

12/3(水 ) タガログ語研修①
タガログ語研修初日のこの日は、フィリピンの基礎

知識を学んだり、フィリピンについて知っていること

を話し合ったりしました。最初は、基本的な短文、そ

して実用的な単語などを学びました。タガログ語は、

読み方がローマ字読みなので読みやすかつたけれども、

文法には苦戦しました。

12/8(月 ) リコーダー研修②
課題曲として「富士山」「茶つみ」が出されました。初めに、一人ずつくじを引きメンバ

ーの前で演奏する順番を決めました。いつものメンバーではありますが、いざ発表となる

とどことなく緊張した雰囲気になりました。全員が米田先生から「はい、オンケ
~」 をも

らいました。
「フィリピン共和国国歌」「小さな世界」「ミッキーマウスマーチ」などレベルの高い曲

に進みました。米田先生はいつもニコニコされて「みなさんいいですね～」「うちの生徒た

ちもこの位出来たらな～」とおつしゃりながら、どんどん研修は進んでいきました。「小さ

な世界」はフィリピンでも良く知られており、メロディーも簡単なので、課題曲として良

いのではないかと考えました。

12/10(水 ) タガログ語研修②
タガログ語研修 2回 目のこの日は、前回より少し難しい短文を学んだり、よく使う単語
を教えてもらいました。前回よりも、少し理解できるようになり良かったです。

12/15(金 ) リコーダー研修③
小学校で教える曲と私達が発表する曲が決定しました。子ども達に教える曲は子ども達

がよく知っており、 ドレミも覚えやすいという理由で「レロンレロンシンタ」とし、私達
が発表する曲は「フィリピン国歌」に決定しました。

1/14(日 ) おつとめまなび
おつとめまなび (天理教のおつとめの練習)に参加しました。初めておつとめをする者
にとつては、とても貴重な体験になりました。

1/19(月 ) リコーダー研修最終 日
リコーダー授業最終日、早くもこの日を迎えました。と同時に、出発までの時間が迫つ

ていることを実感しました。練習初日は久しぶりに触るリコーダーにぎこちなさもありま

したが、練習を重ねるごとに上達していきました。米田先生はほめ上手で、いつもニコニ

コされていました。最終日は少し早めに切 り上げ、「フィリピンの子ども達に一生懸命教え

るぞ― !」 と決意を新たにレンスンを修了しました。本当にお世話になり、ありがとうご

ざいました。
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1/21(水 ) 最後の研修
タガログ語研修最後の日。副詞や接続詞などの講義の後はタガログ語で自己紹介できる
ように辻先生を質問攻め。辻先生は、いつも私たちに優しく教えて下さり、頼もしいお兄
さんのようでした。本当にありがとうございました。
そしてその後、ポロシャツのデザインや研修終了後の予定を練ったりしました。
いよいよ lヵ 月後にはフィリピン出発です。みんなで力を合わせて頑張ろうとJb新たに
した研修を終えました。

2/15(日 ) 合宿
。1泊 2日 の合宿です。合宿の目的はプロジェクトの準備とメンバーの交流です。この合宿
で初めて全員が揃いました。
朝 10時、芦津詰所に集合し、分担ごとの準備開始です。皆の意見を聞くこともでき、は
かどります。さよならパーティーで使う日本食材の買出しにも出かけました。
夕食のメニューは「お鍋」「たこ焼き」です。詰所の厨房をおかりし、皆で調理しまし
た。食卓を囲み話が盛り上がり、1週間後の出発に向け気持ちも高まります。
そしてダンスの練習をし、分担ごとの申し送りを終えた頃には、夜中こ 12時を過ぎ、疲
れもピークだったため就寝です。
この合宿で、プロジェクトヘの気持ちがよリー層強いものとなりました。

～結回式～
2/16(月 )

出発まであと少し !みんな ドキドキ&ワ クワクです。
このプロジェクトの無事を祈願するために、まず天理教教会本部に参拝させていただき
ました。その後、地域文化研究センター共同研究室での結団式に臨みました。学長先生は
ご欠席でしたが、「勇み勇ませ」と書かれた色紙を頂きました。
そしてフィリピンに同行する先生方のあいさつ、そして参加者全員がタガログ語で自己
紹介をし、プロジェクトにかける思いや抱負を述べました。
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現地滞在日請

:日日(2/2:`土曜日)

午前 6時 30分に天理駅集合で関西空港にバスで向
かいました。出口手続きでこんなにも並ぶとは思つ

ていませんでした。3時間飛行機に乗 リフィリピンヘ。

機内食がとてもおいしかつたです。

午後 1時 30分マニラ空港に降り立った瞬間、もの

すごいムッとした暑さに襲われた。

日本の気温が 1℃であるのに対してマニラは 32℃。
体温も急上昇すれば、テンションもMaxに。

私達が乗つた飛行機です

フィリピンめっちゃ暑い～ (><)。 空港の トイレ

に行こうとしたら、なぜか入 り口に並んでいるフィ

リピン人スタッフ 5人 ぐらいに、「Hello l Welcom to
the Philippines☆ 」と迎えられました。「えっ !?こ

こで??」 そんな疑問とこれからの期待、不安を胸に

私たちはついに、ついにフィリピンに来たッー !

イミグレーションと税関を通過し、天理教東本大

教会サンタローサ出張所の上田和興先生と佐々木晃

先生に迎えられ、手配してくださつたバスに乗 り、

サンタローサヘ向かいました。街中でフィリピン名

物のジプニーや トライシケルを見かけると、フィリ

ピンに来た実感がわきました。

出張所では上田先生、佐々木先生、山内てい子先

生から「何か困った時、体調が悪い時など、いつで

もこの出張所に来てください」とあたたかいお言葉

をいただきました。夕方、ホス トファミリーが迎え

に来られるまでの間、リコーダーや ドスコイダンス

の練習に励み、その後、夕づとめをして、ホス トフ

ァミリーと緊張の対面。こうして 9泊 10日 のホーム

ス>イ が始まりました。

機内食です

出張所の近所の様子

庶民の足「 トラインケル」
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2日日(2/22`日曜日)

東本大教会サンタローサ出張所の月次祭 おつとめに参加しました

BいF‐
p= ~

今 日はサンタローサ出張所の月次祭でした。

朝から椅子を並べたり子守りをしました。近

所の人達も準備に来てくださいました。おつ

とめが終わつた後は、上田先生と佐々木先生

がおさづけをなさっていました。

出

そして作つていただいたご飯をみんなで

おしゃべりしながら食べました。すごくおい

しかつた～ !

お手伝いしています

午後からは、リコーダー班や各交流班の進み具合や打ち合わせをしました。ジェンカの

練習がすごく楽しかったです。夕づとめまでの間は、それぞれ自由な時間を過ごしました。

l

ジェンカ練習 みつこさん買い物
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3日日(2/23.同曜日)

本 国はシナルハン小学校の子 ども達へのリ
コーダー指導初日を予定していましたが、急邊
エ ドサ革命記念日として祝日となり、シナルハ

ン小学校も休みになり予定を大幅に変更せざる

を得なくなりました。

朝 8時に出張所に集合し、朝づとめに参加 し
ました。その後、ミーティングを終えて、サン

タローサのバランガイ (フ ィリピンの最小行政

単位)を リコーダーの A・ B班に分かれて、出
張所の近辺を歩いて周りました。

その際、出張所の先生に続いて、メンバーの

｀

ヽ  |

中でよふぼくの者はおさづけのお取り次ぎをさせていただき、中には海外の地で初めてお

さづけを取り次ぐ者、湧き上がる感情のあまり涙を流しながら取り次ぐよふばくもいまし

た。それ以外の者は、添い願いをしてみんなで神様にお願いしました。天理から遠く離れ

たフィリピンの地で、助けを求めて待つ現地の

人々の姿を前に、おさづけを取り次がせていた

だくことの感動と同時に、私たちにできること

は何かを改めて考えさせられました。

市の中心地にあるフィ

リピン料理のファス トフ

ー ド店 “洸libeeで昼食を
済ませ、年後の行事に備え

ました。

サンタローサ市市長さんと

サンタローサ市の市長を表敬訪問。タガログ語での自己紹介とリコ

ーダーを披露しました。

紙芝居上映中               紙芝居を見ている子ども達

次に院を訪れ、法隆寺国際高校の生徒さんが作られた紙芝居を上映し、子ども達と一緒

に折り紙をしました。紙芝居を一生懸命聞いてくれてとても嬉しかつたです

出張所に戻り夕づとめをして、ホス トファミリーの元へ帰りました。この日は、ハー ド

スケジュールだつた為ぐっすり眠ることができました。
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4日日(2/24`文曜日)

昨日の急な体 日のため、今日がリコーダー指導の初日 1集合はシナルハン小学校。壇上

から全校児童にタガログ語で自己紹介。すごく緊張しました。その児童達と皆で国歌を歌
い、体操をしました。胸に手を当てて国歌を大きな声で歌う子ども達は、とても可愛かっ

たです。

←大屋根の下

の検庭
'1憔

イ

さあ授業開始

です !→

ー
‐ ゝ a

そしてシナルハン小学校の先生とのミィーティングの後、いよいよ教室へ!!今回リコーダ
ーを教える4年生と初対面 !初めは表情の硬い子ども達も、リコーダーを持った時はとて
も嬉しそうでした。課題曲の「レロンレロンシンタ」を私達が演奏。それに合わせて、子
ども達が歌ってくれました。まずは姿勢や吹き方などの基本から。話をしっかり聞き真面

目にリコーダーに取り組む姿が印象的でした。

←教室でリコ

ーダー指導中

小学校の食堂

で昼食→

午後は文化交流の時間です。校庭ではシッポ取リゲームをしました。説明が通じていな
い部分もり、味方同士のシンポを取りあうハプニングもありました。教室では新聞紙を使
いかぶと作り。初めて見るものに興味津々。みんなすごく楽しそうでした。

贈ん

←シナルハン小

学校の子ども達

元気よく指導中 |イ(1下
I

q`‐ 〔`uサ |「
l,  i

指導の終了後、出張所でミー冴ィングを行い、夕づとめの後、各自ホームス>イ先に帰
宅。
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5日日(2/25`本昭日)

リコーダー教室の2日 目、今日は A予リエ、B班ともに屋外で
リコーダー指導を行いました。各班のメンバーが一人あたり8

～15人程度の子ども達を相手にグループを作ることで、なる
べく細やかな指導ができるよう、そして全く吹けない子が出

てこないように工夫しました。強い日差しを避けるため、屋

根のある場所を選んで授業を進めました。

子ども達と昨日のおさらいをしながらも、2日 後に迫つたコ

ンサー トに向けて全員が必死 !一生懸命 ! 本気 !私たちの
熱意が伝わってか、子ども達も慣れない楽器の演奏に一生懸

命になってくれました。

3時間目、教室での活動は折り紙を通じた文化交流でかぶ
とと飛行機を作りました。子ども達と確認しながら折 りまし

た。「これであつてる?見て見て !」 と言わんばかりに「Ate

(お姉ちゃん)!」 とそこら中から呼ばれるので目が回るよ

うでした。新聞を使ってかぶとも作り、最後にかぶとをかぶ

つて手には飛行機を持ち、みんなで記念撮影をしました。

校庭では、ジャンケングームをしました。 しかし、ジャン
ケンをしないで列になつている子が多くとても苦戦しました。

ジャンケンで勝ち続けた子には、メグルが授与され、その後

みんなでフォークダンスを踊りました。

午後からは時間があつたため、散歩に出かけたり、近くの

バスケットコー トで子どもたちと遊んだり、休息をとつたり

して、夕づとめの時間までそれぞれの時間を過ごしました。

シナルハン小学校の子ども達「かぶとかつこいい?!」   「じゃんけんゲーム優勝したの」

51



0日日(2/26.本曜日)

いつも通り、朝 7時 15分にシナルハン小学校へ登校。リコーダー練習 3日 目。今日もA
予)王、 BIリエに分かれて外で指導することにしました。A班は「レロンレロンシンタ」の楽譜
を完壁にできるように進めていきます。 B班は、A班に追いつけるように徹底的にドレミ
の指の押さえ方指導をし、楽譜をどんどん進めます。

Aンリエは楽譜を追いかけるのに懸命で、 BF)工は ドレミの指を押さえるのに必死でした。思
い通りには進まず、私達メンバーの不安が募 り、焦りが増しました。A班は前日の、ミー
ティングで「レロンレロンシンタ」の最後の「ラ・ラ。ド・シ・ラ 。ノ・ ド・シ・シ 。ラ・
シ・ ド」を「ラ・ラ・ラ・シ・ラ 。ソ・ソ・ツ・ラ・シ・ ド」に変更しました。子ども達
の一生懸命にリコーダーを吹く姿に、なんとか明日の発表会では「曲を吹かせてやりたい |」
との思いで指導が続きます。

午後は 3年生に外ではフォークダンスを、中では紙相撲とメグルを作りました。みんな、
マイムマイムを全力で踊ってくれました。授業が終わってからもみんな楽しそうに紙相撲
で遊んでいました。

紙相撲で遊んでいます みんな熱心に練習します

「 '|

′

亀' 傾

さよならパーティーの準備          フォークダンス (マイムマイム )
午後からは、ミーティングの後、SAYONARAパ ーティーの準備や踊りの練習に汗を流し
ました。
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7日日(2/27、 金昭日)

今日の午後はいよいよミニコンサー ト。

朝 7時に学校に集合して全校朝礼に参加 しました。フラングセレモニーの際、私たちは
ステージに上がり「フィリピン共和国国歌」と「小さな世界」を演奏しました。私たちの

演奏後は拍手喝采で、うれしはずかしOh my heartilそ して、私たちは最後の授業へと繰 り

出しました。

子ども達も必死。私たちの指導にも自然と熱がこもり、その後のリハーサルでは急なス

コールにも動じず、みんな真剣に取り組んでいました。

昼食をすませ、しばし休憩。学校内の売店で、私たちは大量のおかしを購入☆

そして、発表会の準備にとりかかり

ました。交流 4日 目ともなると、子ど

も達も慣れてきて、私たちの控室には

子ども達の姿が !その手も借 りて、み

んなで準備をしました I子 ども達のや

さしさに本当に助けられました…ほん

まにあんたらええ子やなぁ…。

そして、発表会は 1時間遅れのスター

トでしたが、みんなで気合いを入れ直

して望みました Iは じめに、「国際参力日

プロジェクト」のメンバーを改めて紹

介しました。次に、住原先生、リーダ
ーの安田さんが代表でシナルハンの

方々に挨拶をしました。続いて、この 学生発表中

をしました。日のために練習してきた「ドスコイダンス」

そして、待ちに待った子ども達の演

奏が始まり、 1組、3組、2組、4組
の順に演奏をしました。どのクラスも

全力を出し切 り、大成功の発表会とな

りました I皆が精一杯 リコーダーを

吹く姿にただただ感動 しました I私

たちもこれまでの感謝の気持ちを込

めて、「フィリピン共和国国家」と「小

さな世界」をリコーダーで演奏しまし

た。最後に、リコーダーをはじめ、指

導教本、交流で用いた物品、折 り紙、

クレヨンなどを寄貝曽しました。

最後に 4年生と私たち全員で記念撮

―
と
―
.・

・

シナルハン小学校の子ども達

影をし、発表会は終了しました。使わせていただいた控室の掃除を終え、シナルハン小学

校とのお別れの時。私たちのつたない指導に、一生懸命ついてきてくれてほんとに感謝、

感謝でした。

Maraming Salamatil
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3日日(2/23$土曜日)

今回は本来のプログラムでは小学校でのコンサー

トの日でしたが、時間ができたため、午前中は私立

サ ン タ ロー サ 高校 (SA TヽTA ROSA EDUCAT10λ TAL

INSTITUT10N)で バレーボールとダンスの交流会を行

うことになりました。歩いて高校まで向かう道中、

久々のスポーツにみんなのテンションは上がってい

ました。

到着すると、高校生が待つてくれており、自然に

円になってラリーが始まりました。その後、場所を

屋外体育館に移動し、試合の準備を行いました。

床が滑りやすいため、ジュースを撒いて滑らない

ようにしました。 しかし、倒れたらベ トベ トになる
なあと私たちは苦笑い。第 1セ ット、一軍メンバー

との対戦。様々なハンディーをもらい、気合で望み

ましたが惜しくも敗戦。

続く2セ ットロは 2軍のメンバーと対戦。次こそ
はと気持ちを入れ直して挑みましたが、またもや敗

戦。やはり、毎日プレーしている高校生にはかない

ません。

最後に、まさに日比交流とも言える混合チームで

汗を流しました。その後、相撲ダンスを披露し、ダ
ンス部のダンスを見て、記念撮影をして、その場を

後にしました。スポーツ交流を通して、絆が生まれ

たように感じました。また、みんなで力を合わせ、
カバーしあい助け合いながらバレーができたように

思います。
バ レー ボール を終 え、お昼 か らは翌 日の

SAYONARAパーティーの買い出しのために巨大ス
ーパーマーケットの SM(シューマー ト)へ。軽く昼食
を取り、分担して買出しをしました。3時からは昨年
11月 に日本に来られた方々がメリアンダー※1に招待
して下さいました。会場は、マリータさんのお宅。

あまりにも大きいお家 とおいしい料理に一同感動。

フィリピンの方々の温かいもてなしに感謝感謝の 1

日でした。

《写真上から》

高校生とバレーボールで交流

気合いの円陣

美味しかつたです !メ リアンダーの数々

マリータさん宅に招待されました

※l miriendaと はフィリピン式の軽食で、年前 10時頃や年後 3時頃に用意される客人への
もてなしのこと。
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9日日(3/1`日曜日)

SAYOヽTARA PARTYの 日!!サンタローサに滞在中、お世話になった方々を出張所にお招きし、
「感謝」の気持ちを込めて 日本食を提供 しました。

朝 8時に出張所に集合し、朝づとめに参加しました。その後、 9時頃から担当を決めて
それぞれ別れて準備を開始しました。日本食は、おにぎり、お好み焼き、焼きそば、スー

プ、クレープ、白玉団子、フルーツ盛 り、緑茶など用意することにしました。そして、 2

時に PARTY開始 !お世話になったホス トファミリー、シナル
ハンの小学校、前日に交流した高校など、たくさんの方々が

足を運んでくださいました。お好み焼きと白玉団子は大好評

でした。また、カラオケも大盛 り上がりで、喜んでいただけ

た様子でした。さらに、ここでもまたまた「ドスコイダンス」

を披露しました。感謝の気持ちを込めて精一杯踊 りました。

みんな下手ひねりがだいぶ板についてきました。PARTYが 終わ

り、片付けを済ませ夕づとめに参加 しました。          うまい ! 技あり !
夕づとめが終わった後、プロジェクト参力日者はそれぞれサンタローサでの活動を振 り返

つて一言ずつ感想を述べ、最後に全員で出張所の方々への感謝の言葉を述べました。その

後、ミーティングをし、この日の活動を終えました。

たくさんの方々が SAYONARA PARTYに足を運んでくださり、本当にいろいろな方々が私た

ちの活動を見守り支えてくださつたお陰で、私たちは活動することができたのだと改めて

実感し、感謝の気持ちでいっぱいになりました。と同時に、明日サンタローサに別れを告

げることの寂しさをしみじみと感じました。また、メンバーそれぞれがプレー トにホス ト

ファミリーと撮った写真を貼り、各自デコレーションしたものを、家に帰ってからホス ト

ファミリーに感謝の気持ちを込めて贈りました。

′舞

ようこそ !さ よならパーティーヘ !
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'0日
日(3/2`同昭日)

ホス トファミリー、出張所の方々、そしてサンタローサとの別れの朝。皆、目を真っ赤
にして、別れを惜しんだ。ぎゅっと抱きしめて「泣かないで、また必ず帰つてきてね」と
言つてくれる家族と再会を約束し、マニラヘ向かう車に乗 り込んだ。みんなで見えなくな
るまで手をふり続けました。
マニラヘ着くと、天理教マニラ出張所にて山岸精治先生、奥様が迎え入れてくださいま
した。山岸先生のお話の中に、このようなお話がありました。
「重い病気が治ったとき、人はそれを「奇跡だ !」 と言って驚くけれども、重病が治る
とは普通の状態に戻ることである。しかし、私たちはいつも普通の状態で生かされている。
つまりは、私たちが生きていること自体が奇跡なのであるから、日々感謝して通らせてい
ただくのは当たり前のことなのである。」改めて、自分たちが健康に通らせていただいてい
ること、メンバー全員がフィリピンで元気に活動させていただいていることに感謝し、参
拝させていただきました。   天理教フィリピン出張所にて

習

写

障̀ lゴ

お昼は、SMのマクドナル ドで済まし、スーパーやデパー トでフィリピン土産の買い物を
しました !デパー トや大きなビルの出入 り日には必ず警備員が立っていて、荷物チェック
などをされます。 しかも、警備員の持っているライフルや拳銃は本物です。 日本では考え

られないことにビクビクしました。ディナーは、バイキング形式で
フィリピン郷土料理、日本料理などがズラッとあって、たくさん食
べました。その中でも、子豚の丸焼きがおいしかった。また、この

日は貝増さん (マイマイ)のバースデイを一日早く祝い、みんなで
大きなケーキをプレゼントした。そのときのマイマイの絶頂の顔が

今でも忘れません。マイマイ !!フ ィリピンでの 19歳のバースデイ
おめでとう☆

お腹がいっぱいになった所で、ホテルに戻りさっそく翌日のフィ
リピン大学での相撲の準備作業、国際交流基金の日本語教師の方々
へのリコーダー指導準備をしました。
ホテルの快適なふわふわのふとんにぐっすり就寝しました。
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!:日日(3/3$k曜日)

今 日はフィリピンでの活動の最終日です。今 日の

プログラムの準備でお世話になり、終日同行いただ

く国際交流基金の新見康之さんと合流。

朝から体調を崩し、病院で点滴を受けた岡嶋さん

をホテルに残し、いざ、フィリピン大学へ出発…・

と、思いきや、ダンボールを一つ積み忘れるという
ハプニングも発生しましたが、 1時間程でフィリピ

ン大学へ到着。しかしここでもハプニングが !大学

が広すぎて、同じ道を 2周 しました (笑 )。 ここで
の交流は、待ちに待つた「相撲」。タイル張りの廊

下にビニールテープで描かれた土俵、コケたら痛い

だろうな…と思う私たちとは対照的に、フィリピン

大学の学生さんは手力日減なしでスゴい迫力でした。

決 勝 戦 !

試合後、ミリエングをいただきながらの団

興。日本語がとても上手でした。表彰式では、「ひな

まつり」に因んで、お雛様、お内裏様、二人官女の

衣装を着てもらい写真撮影。周りからは、かわいい、

きれいとの声。 しかし、本人は「暑い…・」。フイリ

ピンの伝統的なゲーム「パ>平 ンテロ」を教えても
らつたり、日本へ留学するという学生さんと話がで

きて、とても充実した活動でした。(この交流の事が、

翌日のマニラ新間の一面を飾りました !*第 4部資料
新聞記事ご参照)

表彰式でひなまつり

フィリピン大学をもう1周半走り、国際交流基金マニ

ラ日本文化センターヘ。いよいよ最後の活動である現

地の日本語教師の方々 (参加者 25名 )へのリコーダ
ー指導です。国際交流基金には、元気になった岡嶋さ

んと付き添いの住原先生の姿が !全員集合です。そし

てここでも日本語での会話、笑いが絶えませんでした。

自己紹介を済ませ、先方のリクエス トにお応えして
「ドレミの歌」を課題曲にしました。たつた 2時間足
らずで一曲が完成しました。別れを惜しむ時間もなく

撤収。夕食へ向かいました。

国際交流基金でのリコーダー指導

まだまだ終わらないハプニングの連続 (笑 )。 夕食へ向かうジープニーに、何も知らず乗

り合わせた方がお一人、結局、同じ場所まで連れて行ってしまいました。

夕食のレストランに到着した時は、すでに 9時 !頼んだ量が多すぎ、食べきれず持ち帰
りました。ここで、今日1日 お世話になつた新見先生と別れ、夜のマニラをとばとばと歩

いてホテルヘ帰りました。その途中に国際交流基金に帽子を忘れた者が 1名。最後のミー

ティングは 11時から、この 11日 間を振り返 り、一人ずつ感想を語 り合いました。

笑いあり、涙ありの、熱のこもつたミーティングとなりました。
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:2日日(3/4`ホ昭日)

いよいよ今日は帰国の日。本当にあつという間の 2

週間でした。空港へは 2回に分けて行くことになりま
したが、2回 目の人を乗せた車が待てど暮らせど来な
い来ない。結局、出発ギリギリに空港に到着。そのた

め、最後のフィリピンを惜しむ暇もなく飛行機に乗り

込みました。最後までフィリピン流のおもてなしに驚

かされる私たちでした。皆、フィリピンに来たときは、

不安でいっぱいでしたが、帰るころにはフィリピンを

去る寂しさとまた、戻つてきたいという熱い思いでい

っぱいでした。本当にありがとうございました。

Salamat poll

コラム⑤     《休みにしま～す》
サンタローサに着くや否や、早速 トラブルが。学校訪問予定の初日が、大統領の一声で突

然祝日になつてしまった。このようなことはフィリピンでは日常茶飯事なので、特に誰も慌
てふためいたりしない。それは、失業率 80パーセント (シナルハンでのインタビューによ
る)と いう時間に追われる必要のない人々が多いということも理由の一つなのだと思つた。
この祝日のために小学校での指導、リコーダーの日が一日減ってしまい、丸一日予定が空
いてしまった。しかし、そのおかげでサンタローサ市長に表敬訪間できたり、地元の病院に

入院している子ども達に紙芝居を見せたり、折り紙をしてあげたりと、喜んでもらうことも
できた。
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奥 きよか、北島 美根子、椋野 美和、安田 美貴子、柳川 賀津子

リコーダー指導に使用した道具

:リ コーダー、模造紙に大きく書いた楽譜、笛、親指の位置表示シール

担当学年 :4年生 SECTIONl、 2

～出発前～

当初 A班は「キラキラ星」を指導するつもりでしたが、子ども達には「ド」が難しいの
で B班同様、誰もがメロディーを知っている「レロンレロンシンタ」に変更しました。メ
ロディーを模造紙に、音符を色分けして大きく書き、その下にタガログ語の歌詞を入れて、

更に力タカナで読みがなをふりました。また、先生専用の教則本、楽譜本を作成しました。

～指導前日～

教則本には、 1.基本姿勢、 2.音階を何度も
歌いメロディーを教えてもらう、 3.タ ンギング
の使い方、 4,ド・シ 。ラの指の使い方の 4つの
ポイントを確認し、授業の流れをイメージしなが

ら指導法を統一しました。

～指導 1日 目～

授業が始まる前は、“Hello Song"、 授業の終わ

りには “Good Bye Song"を 歌いました。授業の

始まりと終わりにめりはりをつけるためです。

授業では、自己紹介した後、さっそく本題のリコーダー指導を行いました。基本姿勢は、

①浅く座る、②両足の裏を地面につける、③ひじを机につけてはいけない、④背筋をピー

ンン !と 伸ばす。次にリコーダーの持ち方は、左手が上、右手が下 (右手を使わなくても

親指を添える、親指を意識 しやすいようにシールを貼 りました。)、 リコーダーのくわえ方、

タンギングを指導した後、「シ・ラ・ツ」を教えました。強く吹かないように、また穴をし

つかり押さえるように指導しました。最後に歌詞で歌い、その次に音階で歌いました。と

にかく、音階を覚えてもらうことが重要です。子ども達の覚えが早く、授業は順調に進み

ました。最後に名札をつくりました。

～指導 2日 目～

子ども達を 5グループに分け、自分のリコーダ
ーの音が聞こえるようにと学校の校庭で授業しま

した。まずは、「レロンレロンシンタ」のメロディ
ーを何回も歌い覚えてもらいました。そ して、
「シ・ラ 。ソ」の復習をし、「ファ・ミ・レ」まで

指導したところで、子ども達の中で上達が早い A
班、上達が遅い B班に分けました。A班は音階の
指導し、B予リエはできないところを個人レッスンで徹

底的に指導しました。息抜きにかけつこして遊ん

だりして、子ども達がリラックスできるようにしました。私たちもできるだけタガログ語

で指導しました。子ども達の指の使い方を必死で覚えようとする姿に私たちの指導にも力

が入 りました。この日のミーティングでよくできる子にはリーダーシールを貼 り、吹けな

い子に教えてもらえるような工夫をすることに決めました。

R
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～指導 3日 目～

この日の目標は、「レロンレロンシンタ」のメロ

ディーを最後まで吹くことでした。班ごとに別れ

てのメロディーを吹きました。しかし、いざ練習

が始まると、子ども達はなかなか音符と指とが合

わないようでした。結局 5つのグループはメロデ
ィーを最後まで吹くことができず、一番進めなか

つたカプ王は楽譜 2段 目にいくかいかないかでした。
このままでは、明日のコンサー トに間に合わない

と、スタッフの誰もが焦りと不安を募らせました。
この日のミーティングでは子供たちには高い音の
「ド」と楽譜最後の行では指の移動が難しいだろ

うと考え、急速最後の「ラ 。ラ・ ド・シ・ラ・ツ・ ド・シ・シ・ラ・シ 。ド」を「ラ・ラ・

ラ 。シ・ラ・ソ・ソ・ゾ・ラ・シ・ ド」に変更しました。明日の発表会には、子ども達に

最後まで「吹けたII」 という達成感を得、感動してほしいと一同は願いをかけました !

～指導 4日 目&ミ ニコンサー ト (発表会)～
午前中は、前日に引き続き、曲を最後まで吹けるように練習に励みました。今日の子ど

も達は、昨日とはとびつきり違っていました。年後にコンサー トを控えているのを意識し

ているのか、もしくは指使いが上達したのか、一生懸命私たちの指導についてきました。

懸命に楽譜を追う姿に私たちも、胸がいっぱいになり泣きそうになりました。頑張れ !頑

張れ !|と 私たちの願いが届いたのか、たった 1時間という短い時間の中で最後まで吹くこと
ができました。私たちスタンフは、安ナ堵したと同時に嬉 しさでいっぱいでした。そして、

年後から発表会を控えていたので実際の舞台で立ち位置、整列、入退場の練習をし、本番
に備えました。

～本番 !!～

みんな、「発表会頑張るぞ!!」 とリコーダーを構え、午前の練習での疲れを全く見せず、
精一杯 「レロンレロンシンタ」を奏でました。普段、無邪気に遊びまわったり、いたずら

したり、授業に集中できなかったりしていた子ども達が 1つにまとまった瞬間でした。
4日 前までは、初めてリコーダーに触れ、たつた 4日 間でメロディーを奏でることは本当に

難しいことです。それを、子供たちは「嫌ッ|!」 ってひと言も言わずに私たちと練習してき
ました。その成果が、この発表会で十分に発揮され、最高のコンサー トになりました。

私たちは、その子ども達の姿に本当に感動しました。涙も出ました。

子供たちへ、大きな感動をありがとう☆

～振 り返って～
。 子ども達ひとりひとりに楽譜があれば家でも練習できた。
。 あらかじめよく使 うタガログ語を覚え、実際授業でもよく使いました。そのおかげで子
ども達も理角牢してくれました。

・ 毎日のミーティングと準備のおかげで授業がスムーズに進行したことが、発表会の成功
につながりました。
・ 教本は教育的指導に役立ちました。
・ リコーダーに親指シールを貼つたおかげで子供たちは親指の位置を理解できました。
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岡島 美佳子、貝増 舞、久保 真百子、椋野 まゆみ

リコーダー指導に使用した道具

:リ コーダー、模造紙に大きく書いた楽譜、笛、親指の位置表示シール

担当学年 :4年生 SECTION3、 4

～指導前 日～

学校班が作つてくれた教則本を基に、子ども達

にどのように指導していくかを 4人で話し合いま
した。実際に当日のことを考えながら話し合いを

進めていくと不安要素がたくさん出てきて、それ

を補 うために入念な確認を行いました。

～指導 1日 目～

緊張を隠しきれなかつた初日。みんなで円陣を

組み、気合を入れていざ教室に向かいました。 1
日目の目標は、音階で歌を覚え「シ・ラ 。ソ」の

指を教えることでした。どのクラスも本当に元気

な子たちばかりで歌もものすごく大きな声で歌つ

てくれました。また、クラスを 4つに分けて練習
を進めていきました。初日は、うまくいかないこ

ともありましたが先生方のご協力を得ながら、み

んなで協力し補い合いながらできました。

～指導 2日 目～

2口 目からは校庭で行いました。まずは、“He■o

Song"を子ども達と一緒に歌って気分を高め、全
体で復習をし、班ごとに分かれて練習を行いまし

た。1人約 11人、多い所では 14,5人の班編成に
なりました。指使いを覚えることだけで時間が過

ぎ、本当に曲を演奏できるようになるのか不安に

なりました。

～指導 3日 目～

3日 ロイま「楽しめば結果は着いてくる」という

言葉を信 じて指導に励みました。“He1lo Song"を

みんなで一緒にノリノリで踊り授業スター ト。グ

ループ練習、最後の 10分に全体練習を行いまし
た。この日はクラス、個人でばらつきがありまし

たたが、 1～2段 目まで進むことができました。
この日から上手な児童を「子ども Teacher」 に指

名 し、できない子を指導できる体制を作りました。

しかし、まだまだ完成までの道のりは長く、明日

の頑張りにかけることになりました。
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～指導 4日 目～

子ども達と一緒に楽しめるのも今 日が最後です。みんな「とにかく、楽しもう !」 を合

言葉に、授業に臨みました。この日は、A班から奥さん (き よちゃん)が助つ人として加
わつてくれました。子どもたちも私たちも昨口まで以上に真剣そのもの…。昨日が嘘のよ

うな進み具合…完壁ではないが最後まで吹けた…。信じられなかった。授業最後の舞台練

習では、どのクラスも曲になっていました。そして、最後は"Goodbye Sonゴ 'で終えました。

_  
―

ぅ 
―
ム

～リハーサル～

2ク ラスロの授業の後、
Grade4はステージでリハー
サルを行いました。他クラス

も気になるのかノワノワし

ていました。自分のクラスが

一番 とばか りに愛情 のヤ

ジ??が飛びました。そして、

みんなの演奏を期待するか

のような突然のスコールが

降り注ぎました。

J

～ミニコンサー ト～

いよいよ本番。開始時間が遅くなってしまったのにも関わらず、たくさんの子どもたち
が残つてくれていて発表会がスター トしまし吐。
"Are you ready?""Ready!!!"の 大きな掛け声から演奏。この時の演奏は忘れられません。
元気いっぱいの音色、必死に演奏する姿、最後に達成感に満ち溢れた表情、今までで一番
の演奏となりました。

口日
甲
■■爾章や`

I
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岡島 美佳子、椋野 美和

リコーダー指導がうまくできるように対策を考え事前から準備しました。

◆ 工夫したこと◆

○去年の反省を踏まえて、今年は名札を作ることにしまし

た。段ボールにカラフルな折り紙を貝占り、裏面に安全ピン

を取り付けました。そして、授業初日に子どもたち自身に

名前を書いてもらいました。(使用例 :右の写真)

○リコーダーの裏に、フラワーシールを貼 り、常に子ども

たちが右手の親指の位置を意識できるようにしました。

○全員が子ども達にリコーダーを指導できるよう、学校班で基礎ポイントをまとめた教則

本を作成しました。これをもとにメンバー全員のリコーダーに関する指導方針を統一しま

した。

また、これを英訳したものをシナルハン小学校の先生方に波しました。(第 4部資料ご参照)

今後もリコーダー指導を続けていってもらいたいという願いを込めて…

そして、3月 3日 の国際交流基金マニラ日本文化センターで、フィリピン人日本語教師の

方々を対象としたレクチャーの後で、この教則本とリコーダーを手渡しました。

○これも去年の反省を踏まえて、今年はリコーダー指導初日の朝に、4年生担任の先生方に
集まっていただき、私たちの英語をタガログ語に訳していただくなど、指導の際の協力を

お願いしました。その時に子ども達が今年のリコーダー課題曲である「レロンレロンシン

タ」をどのくらい知っているのか、英語はどのくらい理解できるのかなどの事前の打ち合

わせを行いました。また、担任の先生方による協力のもと指導がスムーズに進むよう、リ
コーダーの基本知識を知ってもらうために教則本をお渡ししました。

O“He■o Song"と “Good― bye Song"は、ビデオ研修に来ていただいた森口郁子先生に
お借 りした活動記録の冊子の中から参考にさせていただきました。“He1lo Song"は 今日の

授業が楽しく迎えられるよう、毎日元気いっぱいに授業開始時に歌いました。また、“Good
―bye Song"は、明日もまたワクワクして授業に来てくれるよう、笑顔いっぱいで授業終
了時に歌いました。2日 目からは、子どもたちも一緒に歌つてくれるようになり、コンサー

トに向かつて思いが一つになっていくようでした。(第 4部資料ご参照)

◆リコーダー指導時によく使ったタガログ語◆

穴をしつかりふさいで :Takpan nyo ang butas(タ クパ ニョ アン ブータス)
ゆつくりゆつくり :Dahan dahan(ダ ァハン グァハン)
上手だね !:MagahngI(マガリィン 1)
静かに :Tumahimik(ト ゥマヒミック)
弱く :Mahina(マ ヒーナ)
姿勢をよくしてください i Tinttg(テ ィンディッグ)

☆一言メモ☆

演奏前に…

私たち  “Are you ready?"
子どもたち “Ready!"

私たち  “NoNo・・・ARE YOU READY??(テ ンション倍増で)"
子どもたち “READY!!!"
と、2回聞いてあげると、より子どもたちの気合いが入 り、心が一つになりやすい !
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◆ドスコイダンス◆

Why?ドスコイダンスなのか….国際交流基金マニラ日本語センターとの共同事業とし
てフィリピン大学で「相撲」を通した交流を行うことが決まりました。事前準備中も「相
撲」というキーワードが飛び交うようになりました。『開け!ポンキッキー』という碁組の中
で、「ドスコイ」という音楽に合わせて踊る体操があり、それをアレンジしてダンスにしま
した。

ダンスの 中にちょっとしたサプライズ

☆「Thank you PhユねpinasII」 と書いた大きなメッセージを掲げると同時に、感謝の気持
ちを込めてみんなで声をそろえました。すると、シナルハンの皆さんから歓声があがりま
した。嬉しかったです。

このダンスは、初め小学校のコンサー トのために練習してきたものですが、それだけに
とどまらず、様々な場面で披露する機会がありました。私立サンタローサ高校 (Santa Rosa
Educational lnsitutiOn)で のバレーボール交流、SAYONARAパ ーティー、フィリピン大
学での相撲交流のときにも披露しました。

指導した子どもの人数
…・211名

Sec,1

Sec,2

Sec.3

Sec.4

,・・49′名

…・51名
'… 56名
・…55名

9

64



毎日リコーダー指導が終わつてから、

班ごとにその日の進み具合を確認し、良

かった点や反省点のふり返 り、明日の目

標や指導の進め方について話 し合いま

した。

子ども達の上達具合を鑑みがら、毎日

試行錯誤の日々が続きました。

みんな真剣です !→

色塗りやはさみの使い方を見ていると、子どもたちの個性がよくあらわれます。ゆつく

りじつくり丁寧に切る子や、おおまかに切る子、強く濃く着色する子や、さらさらと薄く

塗る子、中には力士の体を半分青色半分緑色で着色する子もいました。同じものを波して

も、子どもの数だけ全く違 うものが出来上がることが非常に興味深く、感性の豊かさや固

定在兄念にとらわれない思考の柔軟性にも驚きました。

オリジナルカ士ができたら、隣や前後

の席の子と「ready gOl」 の掛け声で一斉

に試合開始 !ただ、全員手力日減なしに机

を思いつきり叩くので、勝負は一瞬で決

まつてしまいました。

しかし、自分で作ったという喜びもあつ

て、倒れても何度も何度も対戦していまし

た。その一生懸命さが健気でかわいらしく、

勝っても負けても教室には笑顔があふれ

ていたのが印象的です。

一斉に トントン !

紙相撲でたつぷり遊んだ後は、『みんな一

生懸命頑張つたので勝ち負けなしの全員が

一等賞 !』 という気持ちをこめて、メグル

作りをしました。折つても折っても同じよ

うな形になるので、少し作り方がややこし

く苦戦しましたが、最後にはピンクや黄色

など、さまざまな色のメグルと、元気な子

どもたちの笑顔が目に鮮やかでした。

折り紙も紙相撲も日本に古くから伝わる

遊びですが、時を越え、国境を越えても通

じる遊びだということに改めて気付かされ、

日本文化の良さをフィリピンの子どもたち

に教わつた気がします。

‐
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[屋外]奥  きよか、安田 美貴子
l戸至内]久保 真百子、椋野 まゆみ

交流班は 2月 24日 (火)～26口 (木)の 3日 間、年後の活動 として屋内と屋外の二班
に別れて低学年児童 と交流を行いました。

2月 24日 (火) 1年 生 342人
2月 25日 (水)2年 生 250人
2月 26日 (木)3年 生 250人

「屋外」
～事前準備～

交流班 (外)での交流内容は、子ども達がルールを理解してくれるのか、簡単すぎてすぐ
に終わってしまうのではないかという思いがあり、ギリギリまで悩みました。そして、「し
つぽ取り」「じゃんけんゲーム」 「フォークダンス」の 3つの準備をしました。
現地では、出張所の方々やホス トファミリーに助けていただき、ゲームに必要なタガロ
グ語を教えていただきました。

～ 1日 目～

1年生 4ク ラス『 しっぽ取り』
教室から整列して屋外へ出てくる子ども達は、と
ても小さく、とてもかわいらしく、そしてとても元
気でした。先生にタガログ語訳をお願いし、ゲーム
スター ト。赤・青 。黄の 3チーム対抗戦で 5分の予
定でしたが、数十秒でス トップをかけてしまう程の

素早さでした。見事、青チームのダントツ 1位。プ
レゼントのピカチュウは大人気でした。

～ 2日 目～

2年生 3ク ラスとの『 じゃんけんゲーム』
じゃんけんをして負けたら勝った子の後ろに付き、電車のようにだんだん長くなってい
くというゲームです。じゃんけんはフィリピンのやり方で行いました。 トップになった女
の子は、少し恥ずかしそうにしていましたが、メグルをかけてあげるととても嬉しそうに
笑ってくれました。

～ 3日 目～

3年生 2ク ラスとの『フォークダンス』
この時の先生の的確な指示には、さすが !!と 驚きました。毎日フラッグセレモニーでダ
ンスをしている事もあり、子どもたちもすぐに覚えてくれました。子どもたちは疲れ知ら
ずで、何曲踊つてもにぎやかな声が止みませんでした。 (実は、 3日 目の交流も3ク ラス
の予定でしたが、先生がお休みのクラスがあり、学級閉鎖だったようです。)
たつた 1時間ずつの交流でしたが、子ども達の笑顔が嬉しくて、大変だった準備や悩ん
だ事も良い思い出になりました。
お世話になった皆様、ありがとうございました。そして、純粋な瞳をした子ども達、私
達を楽しませてくれて、ありがとう !

66



「屋内」

対象となる学年が 1年生から 3年生の低学年と
いうことで、簡単で、すぐに作れて、楽しめる、

昔からの日本の遊びというのをテーマに、1,2年
生には折り紙でかぶとと紙飛行機を、3年生には紙
相撲とメグル作りを教えることにしました。折 り

紙の事前準備として、ひとつひとつの手順が視覚

的にすぐにわかるように、模造紙に大きな見本を

作りました。例えば、紙飛行機の作り方なら、ま

ず折り紙を長方形になるように半分に折っただけ

のものを手順 1、 そこからさらに次の折り方を示し

たものを手順 2、 という風に作つたものを模造紙に

賠りました。紙相撲は、型紙に左右対称の力士や動物

の絵を貼り、生徒にはそれを切つてクレヨンで着色す

るという作業をさせるようにしました。

視覚的にわかるようにして、英語

の説明は補足程度にするように

小学校での活動の初日は、1年生への指導です。

自分これを黒板に貼って、作 り方で作ったかぶとを

自分で被れるように、折り紙ではなく大きな新聞紙

を正方形に切って用意しました。1年生にとつては
めいつぱい体を使ってようやく広げられるほどの

大きさです。急速、1つの教室で 1.5ク ラス分の生

徒たちを指導することになり、もともと小さな教室

がますます手狭になりました。しかしそんなことは

おかまいなしの元気いっぱいの生徒たち。一つの手

順が終わるたびに「できたよ !見て見て !」 とアピ

ールしてくるのがとつても純粋でかわいいです。

教室が狭くても関係なし!

先生が一番ノリノリ!

低学年の生徒たちには、英語はまだ理解できない

ので、クラスの先生に協力してもらい、私たちの英

語の説明をタガログ語で訳してもらい、何とかかぶ

とと紙飛行機を完成することができました。

紙飛行機は校庭に出て飛ばしました。みんなおお

はしゃぎで力いつぱい投げるので、ぐしゃぐしゃに

なつてしまい、最後には飛ばすというより『投げて

る !?』 という子もいましたが、とにかくみんな楽
しそうでした。

元気いつばいの子ども達 !!

活動 3日 目は、3年生のクラスで紙相撲とメグル作りです。紙相撲の紙が分厚く切 りにく

く、しかもはさみの数が十分でなかつたので、メグル作りに時間がかかつてしまいました。
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相撲〕肛レポート

貝増 舞、北嶋 美根子、柳川 賀津子

事前準備 衣装作り
O衣装作り
リサイクルショップでお買い得な着物を 2枚購入しま
した。 (赤と紫)これはお内裏様とお雛様役の 2人が一番
上から羽繊るようにします。

着物の襟や袴など、椋野先生が夜なべをして完成して
いただきました。
←完成したものを試着しました (笑 )

○カツラ作り
バレーボールを頭の形として据え置き、新聞紙に 1枚づ
つ糊をつけ、重ねて張つていきました。乾いたら絵の具で

黒く塗り、髪の毛は毛糸をボンドでくっつけ、お雛様、三

人官女のカツラを作りました。

実技講習会の開催

壮行会後に、天理高等学校第二部の大仲先生を招いて

相撲の実技講習を行いました。なれない練習でへっぴり

腰ですが、笑いをこらえながらも大仲先生の熱心なご指

導のお陰で、みんなも真剣な眼差しで講習を受けました。

相撲について知らないことばかりで勉強になりました。

<大仲先生のプロフィール>
天理高校第二部の先生です。二部には過去には相撲部
があり、昭和 55年から62年まで顧問をしておられ、
個人優勝など、たくさんの生徒を育てられた先生です。

今回、女相撲をご指導頂きました。
← ↓大仲先生もみんなも真剣です !

ひな祭り杯の流れ (※現地滞在日誌H日 目ご参照)
① 開会式
② ひな祭りの説明
③ 相撲の説明、型見せ
④ ルール説明
⑤ O× クイズ

⑥ 個人戦
⑦ 団体戦
③ 表彰式、記念撮影
⑨ メリアダンダー

，
…
ヽ
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ル ール 説

明

14:20

「ルールを説明をします。①今説明した技以外は使用禁上で

す。危険な行為をした場合、即失格となります。②相手のひ

ざより上を地面につけたら勝ちとなります。③審判の指示に

従って下さい。④制限時間は 1分間です。⑤個人戦、団体戦
の順番で行います。優秀な成績を残した個人と、チームには

戻華景品があります。イエーイ。」

型見せ

14:00

型見せ、

基本動作

看板持ち

(引ヒ山島)

(υΠ)I)

「続いて、今から簡単な型見せを行いたいと思います。」

① 寄り切り (良い例)

② 才甲し出し (良い例)

③ 突き倒し、髪を引っ張る、顔を叩くなど (悪い例)

※いい例と悪い例の両方を見せる
「最後に、土俵に上がった際に行う基本動作を教えたいと思

います。試合の時はこの動作を行つて下さい。」

相撲説明

13i40

「それでは次に相撲の簡単な説明をします。」
「相撲は日本の国技と呼ばれています。」
「相撲は日本古来の神事です。同時に武芸でもあり武道でも

あります。また古くから懸賞金を得る為の生業 (生きる手段)

として、選ばれた者によつて大相撲という興行が行われてい

ます。近年では、日本由来の武道・格闘技・スポーツとして

国際的にも行われています。」
「以上が簡単な説明になります。知識は深まりましたか ?」

ひな祭 り

の説明

13:20

「今日は3月 3日 、日本では「ひな祭 り」と呼ばれる日です。

みなさんは、ひな祭りを知つていますか ?」
「今から簡単にひな祭 りの説明をします。」
「3月 3日 は女の子を祝 う日です。お内裏様とお雛様、二人

官女、五人囃がいます。この日だけ女の子は、甘酒 と呼ばれ

る白くにごつたお米から出来ている甘いお酒を飲むことが許

され、菱餅と呼ばれている菱形のお餅を食べながら楽しく過

ごす日なのです。
「また、言い伝えでは、 3月 3日 中にお雛様を片付けないと

なかなかお嫁にいけないと言われています。」
「ひな祭 りの知識は深まりましたか ?」

開会式

13:00

「只今より、『ひな祭り杯―フィリピン相撲場所―』を開催し

ます。」
「まず始めに、国際交流基金の新見先生より挨拶がありま

す。」
「先生、ありがとうございました。」
「続きまして、天理大学、住原則也先生、お願い致します。」
「住原先生、ありがとうございました。」
「それでは早速、始めたいと思います。イエーイ !」

司会台本時間 備考

「女相撲日比対抗ひな祭 り杯 フィリピン場所」進行表
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※皆で準備?

※ひなあ ら

れの準備

「それではメリアンダーにうつりたいと思います。」
※乾杯の音頭 :○○先生

メ リアン

ダー

16:20

賞状を波す「お待たせいたしました、表彰式を行いたいと思います。」
「まず始めに、個人戦の部、優勝○○さん、準優勝○○さん、
敢闘賞○○さん、○○さん。おめでとうございます。」
「続きまして、団体戦の部、優勝○チーム。おめでとうござ
います。」

表彰式

16:10

「それでは先に記念撮影を行いたいと思います。」
※全体写真→ひなまつり写真

記念撮影

16:00

「それでは引き続き、団体戦を行います。」
Aチーム
Bチーム
※順番に行っていく (前頭→小結→関脇→大関→横綱)
「お疲れ様でした。ありがとうございました。それでは只今
より、表彰式の準備がありますので休憩時間を取りたいと思
います。しばらくの間、お待ち下さい。」

団体戦

15:40

※表を出す

行司

(柳)|)

呼子

(引ヒ山烏)

※表を出す

※ 5人 づ
つ ?

※準備 が整

う直前、全体

写真 用 に並

ばせ てお く

(皆で)

「それでは只今より個人戦を行いたいと思います。」

束 :○○山あ～

西 :○○山あ～

※ トーナメン ト戦に従って進めていく
「お疲れ様でした。少 し、休憩時間をとりたいと思います。
○○分から開始 しますのでそれまでに元の場所に戻つてきて

下さい。」

個人戦

15:00

看板持ち

(引ヒ町鳥)

(柳)|)

「それではここでさらに相撲についての知識を深めるため
に、クイズを行いたいと思います。イエーイ。」
※次ページをご参照
「何問くらい正解できましたか ?相撲についての知識は深ま
りましたか ?今 日得た知識を家族に話しても楽しいですよ。」
「それではよりよい交流会になるよう、ルールを守り、おも
いつきり楽しみましょう。」

○ ×クイ

ズ

14i30

※ 「イェーイ」の部分は皆で大きな六で盛り上げること!!

MAIMAI  VS  OWTSARNOKASE
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フィリ シ大 んと記念撮影

ひな祭り杯争奪戦女性相撲 OXク イズ中

O× クイズについて
尚、優勝者の景品は、岡島さんのお姉さんから譲つていただいた、大相撲の湯のみセッ

トと絵番付けを贈呈いたしました。

―問題―

① 力士は全員日本人である?
→× (モンゴル人やロシア人やブルガリア人などの力士も活躍しています)

② 力士は約 5万人である?
→× (約 2万人。日本人の約 0,015%。 相撲は見る競技であることが分かります)

③ 力士の平均体重は 150キ ロ以上で、身長は 180セ ンチ以上である?
→○ (体重の重い人は 183キ ロ、軽い人は 122キ ロ、一番高い人は 202 cm、 低い人は 169

clllなのです。)

④ 優勝すると賞金 1000万 円もらえる?
→○ (横綱クラスになるとこのくらいの値段かもしくはもう少し高くなります)

⑤ 力士は 1日 5食である?
→O(体重を増やすために、食べた後すぐに寝るそうです)
⑥ 化粧回しの平均金額は約 10万円である?
→× (平均 100万 円前後である。横綱クラスになると200万円程になります)
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記念品

O賞状
色紙は、大相撲の力士達の絵を切つて貼り付け、コメントとメ

ンバーのサインを書いて賞状風にしました (個人戦で第 3位まで
に入つた計 4人に波しました)。

○ひなあられ (参加した学生全員に配るもの)
スーパーでひなあられを購入し前日の夜、現地のホテルで梱包

作業を行いました。ひなあられを小分けにするため、小さい透明
の袋を購入し、そこに桜のシールを貼つて手渡しました。

○化粧まわし (大学への贈呈品)

酒屋で見つけた前掛けにフェァレトを縫いつけ、デザインを施し

ました。また、本来ならば藁の部分がありますが、そこについて

は金色の太いモールを括りつけ完成させました。デザインは和風

なもので日本を象徴するものということで「富士山」を描きま

した。

《写真上から》
*入賞者および贈呈した色紙
*当 日優勝した現地の学生さんと化粧回し
*フ ィリピン大学のご好意で豪華なメリアンダーを
ごちそうになりました。
*みんなよろこんでくれてるかな?

(気遣ってくださる新見先生)→

「ハイチーズ !!」 とっびきりの笑顔で記念撮影☆

～最後に～

椋野先生のおかげで、立派な衣装やカツラ、化粧回し等が完成いたしました。本当にあ
りがとうございました。先生の手際の良さに感動するばかりでした。

畿
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フィリピン共和国概要

(Repubhc of the Philippines)

1946年 7月 4口
メ トロ 。マニラ

92,681,453ノ、(2008年推計)
299,404kH12

ル ソン島、ヴィサヤス諸島、ミンダナオ島などをはじめ、大小合わせて
7,109の 島々から構成 されている。
国語はフィリピノ(タ ガログ)語、公用語はフィリピノ語 と英語であるが、
母語 として使われる言語は、合計 172に及ぶ。第 2言語 として英語が使用
されている。

国名 。国旗の出来など

1542年に上陸したスペイン人が、スペイン皇太子フェリペ (後の国王フェリペ 2世)に
あやかり、「フェリペの島々」の意で、フィリピナスと命名したことによる。
1943年に国旗を制定。三角形内の太陽は自由の象徴で、8本の光は独立に立ち上がった 8
州を表し、3つの角にはそれぞれルノン、ビサヤ、ミンダナオの 3地方を示す星を配する。
青は真実・正義、赤は勇気 。愛国、白は潔白・平和をそれぞれ表す。戦時の時には赤と青
の配色が入れ替わる。

国銘は「神、国民、自然、国家の愛情のために」

歴史

1565年～1898年 スペイン植民地時代
1898年～1946年 米国植民地時代
この間の一時期、日本が統治
1946年 独立

宗教

フィリピン共和国はアジア唯―のキリス ト教国である。スペインのが植民地統治時代に
ローマ・カ トリックを広めた。それ以前は、各島の自然の精霊などを信じる原始的な宗教
があつた。現在はフィリピン人の 88%の人がローマ・カ トリック、9°/。がプロテスタントを
信仰し、他にイスラム教が 50/0、 仏教などが 3°/0である。

社会と文化
フィリピン人は一般に親切で、恩や義理を重んじ、社交を大切にする。フィリピン文化
は、その歴史を反映したいわばマラヤ、スペイン、アメリカ文化の混合ともいうべきもの
であるが、最近は民族的独自性が生まれつつある。貧富の差が激しく、職を求めて都市部
に流入するものが多い。

日本との関係
1976年に口比賠償が終了し、両国は新しい関係の時代に入つた。経済分野では日本は、
米国と並んで大きな存在となっており、人的交流も盛んである。
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I.Opelllng Prayer

Ⅱ.NationЛ Anthem ofP]』単phes

NahnalAnthem ofJapa11
Ⅲ.Operlmg Remarks

ⅣIrs.Zenaida C,De Guzma11

ⅢIs.Evelyn L.Bacube

TENRI Universlty

CONSTANCIAR.FAJARDO
PrinclpalⅡ

IV.InttoductionofStuttnts Яndstarfム/1embers

徹Эnri U血聰rsiけ Inttrllatおnd Particゎ at血 Pttject 09)

V.ヽ■ssa騨 NORⅣASttIIHARAPh.D.
star‐晩1lriU血wrs均「Cnterxlational

P曲 わal淀温PШje就09)
Ⅵ .ⅣIessage ⅣIs.W随恥 uda

Student‐ haderI&ピ i uniⅦrs坤

Cnternattnal P誠たゎatbn PrOieCt 09)

Ⅶ.M臣正‐Con∝rt PЮper

ムヒPlαttng dance ofthe TENRI UNIVERSITY students
rSUMO DANCE'

B.Pl叩血g Recorder by the      All(艶 ade Ⅳ pupユs

SES EbHlentary pupユ s

C.Plりhg]随corttr TENRILテ
ー
RSItt s伍髄n伯

Ⅷ.Presentation ofRec()rder Pl叫 Шg D4ユoma fOr sebct Gra腱Ⅳ Pup工s,

and O五 gaIШ to an SES pup工s

Ⅸ.Presentatton ofCん 山 ate of RevKAZUOK[UEDA
Appredaton Repllesent[rttt ofЪnrikyo

Tohon Sta.Rosa MLssЮn Stat面

X.Presentatlon ofPlaque ofRe∞ 卵 don  CONSTANCIAR.FAJARDO
Princ′lpalⅡ

涎。CloSng Rる marks               W阻 R△MON BARTOLOヽ皿
PTA‐ PЮsittnt

Ms.Czarma B.ヽ 硼acrllz&Ms.Ma減o KUBO
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☆ HOw tO teaこh a recollder妾

1.Basic POint!!

●醜 foЮ ha宙ng th recorder = c()rrect pos比血

① Not resthg on a suppott for thebttk

C)Not swlng bgs

③ Notb錮血g elbows on tれ desk
④ S訛hg wih astr五ghtback

OThe ttlt httld is upper andtl確 五ght h.■ nd ttl∩wer.

※ Notね the pottbn ofa rlghtth_b.

※ Always set a五 ght th―b even fyou dOntt use yoぱ right ttlgers.

⇒ It is better fOr dddren tO mよ a seal on the pOsmOn of a ttFrht th血b,because
children c皿 側伍∝the pOs前阻Ofa nghtth_b.

●BefoЮ plttg aェlecorder

① Putthgre∞ rderbetween tts lri烈 ビel.)

※ Not hol(止ng a rec(lrder■ l a mouth

② How toblow h怖 a Юcollder
→ BattЛly you have tO use a weakbllea血 .

※ How io weakbreath 100聰 出Юm赴山喀 sountt by a bOも随 .lfi脚阻 2.)
Figlぇlle l.                Figuピe2.

③ When youplay a recorder you have to say `h― tu― ".

伍 t “色 ―血 ―")
→ Ths “tll― tu " is s述 d to “ta11帥ag"
OAtlast,leザs play a llec()rder!!!!

(You always haⅥ  tO check yollr cOTett posibn be点 麗 plttЩ g a llecor髄 4)
① When yOu start to play a recordett you shOdd play“ ♪tュ ーra― so― ♪",because[Ls

soun曲 胆 very easy.

② Pushng hobs cettandy

③ lthveり hlportant to play a rec(lrttr塁 0幽 !

※ But you have tO play the hgher`猛itt sO ra"a■ tth ttЮn伽
2.Practioc Point!!

● 恥帷 n you practlce songs・ …

⊂)F静st,you ha、 c tO苗g the song.

※ Yo■lcがt play a recorder soon.

② Sing scales(♪ dO― re― mi fa― sO― ra―
'一

do♪ )

③ ⅣIemor抜)scales

④ When you canmemorlzesc訊 es,you play ttt song by a recc)l:詭 」

Let's]巳IttOy RecorderEE
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Leader speach

2月 23日 l月 )StaRosa市長表敬

It is very nice and honorable to meet you噛 岨ぅⅣ上rs,Arlew Arc』 as Nazareェ 1().｀∇b are a tealn

とom Tewi Univerdtt Japa11,We wi■ stay Lere md March ttst.Ollli misttn here is to teach

muslc at Sin創脳1l Ebェxlen協1,y School,We would be very happy Jwe could be s()Ine help to he

educa依近ofhe children,                           伍 Englim
Ako ay飢 Ⅲ噛 Yattda,Ako ay leader nang pro〕 ect rin,Pttd sabiIJ:lo』 b出砒co.Bahara na po

kayo sa akin,と光us mttoduce olぇr最)lves olle by one.

2月 24日 ∪り  mag celemony 五SINALHAN mementav s血 ool
He■o.K―usta ka lla?Ⅳfatta ako d月 111l nnl(ヽlala ko kayo.Kami allg grupo gnlling Te■lvi
U五ver帥け」apall,Andito kttШ  hanggangム /1arch()ェle,Ang miqyon nalllin ay ttuaII ng musiko

ang SINALHAN Elementだ 1ュly school.ム /1attgLЩg masava knlni kapag naruto kayo m.Ako ay

si ⅣⅡKLKO YASUDA・ Ako月ng leader nang prtteCt na ib.Ang palayaw ko ay ⅣIICCO.

Nttaaral ak)ng ChttЮ se language sa ηttlri U,Japttn,Ngayon sallila salna tayoll

Magpap由ユЛa kamisa ttЮ ittisa.               伍助galoD
Let us■1位oduce()ぱ selves()Ile by ttЮ ,

2月 27日 (水l magcelemony(コ ンサー トメンセ~〕

I aln very happy to all11()Ilce tO yOu赳 血at here is a collcert ofユ ute nute his alter1lo()Il at 3:00

0'clock ttghthere oll ths grolllld.Eveり olle is welcttae,、qo Please come to e苅 Oy the collcerdi

(h En飩由

Ngayon araw ay may koncyerto tayo.Sa gallap na ika‐ 3 ng hapon sa may coverd collrd.

Ⅳfanllod kayo ng konttЮ rto ngユute ng nga nasa ka‐ 4 11abaiting。        (ingtta10D

2月 27日 (木) コンサー トあいさつ

Magalldang hapon po,everyone1 0n behalf of lntemational Pall伎 五att Prttect members,I

would Шe to express my appreda伎 過 to Shahall Ebmntary School fol:頷 宙駅]us his
oppol:血ity to teach mu並 ,4血 yade Puptt pr肥髄ed heユute,ま)Ilg ofLer()II Lron Sh協 very

hard,h the last 4days.So l wouldtt to ettOy Lsttning to伽 批 mu髄 .

2月 28日 (a StaRosa高校あいさつ

How do you do? I'm ム/1ikiko Yatta,thr leader of tと e lntemational Pal:位 通d()ェIPュ:筍ect of

ЪばiU江ver帥け We have been rea■ y loo血g fttwttld to meetmg you.段 )day,Leぜ s ettoy
plattg sports and dancing togeher.
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2月 27日 (木)Ⅳ 正[RIENDAPARTY お礼のあいさつ

On behalfofolぇr group members,I rea■ y hank you for h前血g us an today t。 廿述s pallけ  We
孤e really exc」 £d.I anl sllェ le hat this party helps us better cornm_cate巧 itt ollr ho説 とntts,

3月 1日 (ヒl さよならパーティー (はじめのあいさつ )

He■o10n behalfo醜ぱiU五verに弓lty sttde軋 9 wttttO say ttnnk you s()IIlluch for com五 g to the
FtteweL P劉比y tO己呼 Thank b tt wttm hspittiサ Or all of Olll:Lost角 己bs,as we■ as
臨 ,Ueda,ReЧ Sasakl,ぷ、Te丑Ю‐sa11.Thsis a very sma■ token of()ull appreda依 m,but we
cooked」apmse food tts morttgttr you,I hOpe you wd en,oy oぱ bod.Please remember
us as we wtt neⅦ r forttt abollt you.

さよならパーティー (終わりのあいさつ )

I hope that yOu en,oyed()■ lll Jap孤覺配 おod.Thank to you a■,油Ёs last olle week was ttuly

色uit皿 孤ld memorable.We alle ttavlng Sta,Rosa early tomorrow morllllg,b武 wc hope tとat

o■lr relal面赳坤 w』 配 Ver end,We always前 血 you tt happyl洗 .

we love you an.Thank yOu so much!!

3月 3日 (月 ) フィリピン大学あいさつ

ム/1agangdnvl hapon po,everyolle,

Akoay d M皿己Ю島ぬsuda,AKo ayhader nangprttectrib.Taga TeBtt U五 werdけ akO,
Ⅵるhave been rea■yl()()hg follwalld to meett you,Ngyon saⅡ la salYla tayoll

Leぜsh位oduce ourttlves noe by noe.

3月 3日 (月 ) 国際交流基金あいさつ

Ako ay dム/1KIKO YASLTDA.AkO ay leader nang proJectriめ
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☆         ☆
～挨拶編～

バイノミイ :Pa』hm

おはよう:magandaⅥ  umaga po
マ ガ ン ダ ン ウマーガ ボ

マ ガ ン ア ン ガ ビ  ポ

タ オ  ポ

こんイこちイま:山堕ganda1l hapon po
マ ガ ン グ ン ハー ボ ン ポ

サ ラ マ ッ ト

アァリス  ナ  ア ヨ

こんばんわ :Magalldtt gabi po ありがとうi SalЯYYlat

ごめんください Tao po いってきます :Aalis na ako

ただいま :Ang dito na ako
アン  ジット  ナ  アコ

アコ  アイ ン

おいしい :masarap
マサラップ

卜1,マ ヒ ミック

マガンダ

イキナガーブ′ラック マキラーラ   カヨ

私は～です :Ako ay d～

お会いできてうれしいです :Ikinagagalak kong mnkilala kayo

また会う日まで :Ha1lggang sa muli

～リコーダー指導編～

日本から来ました :Taga Hapon po ako

グァハン    ダァハン

ゆつくり:D証逍1ll dahanI

マガリィン

上手だね !:Magaling

静かに :騎mnhilnik

サングリ   ラン

タガ   ハポン   ポ  アJ

マグカーノ  イット

いい感じ ! ayos

タクパ   ニ]  アン  プータス

穴をふさいで :Takpaェl]呼O allg butas   待って :&ndali lallg

マキニン    カヨ   カイ

“～ "の話を聞いて :M』血山昭 kayo k叩 “～ "

～その他～

～を買いたい :Gusto kong bl】 mili ng～   これはいくらですか :magkall()地 )?
グスト   コン   ノミリ   ナン

トラインケル バラ   ホ

トライシクル :位ayttЮ l

タタァイ

お父さん i tatay

止めてください :para ho

お母さん I nallay
マ ガ バ タ

子ども :magれ a協
ナナァイ

パレンケ

美しい i maganda トイレiCR 市場 :palengke

サギン

朝食用パン :pandesal    アドボ (料理の名前片 adObo   バナナ :sa如
バンデサル あどlま    りょうり  なまえ    アドボー

ランノータン

ジョツビー

ランブータン (果物の名前):rnlYlbutan   おかま (フィリピンには多い 1):bakla
バクラァ

マブーハイ

ジョリビー (有名なファストフードのお店):」olibee
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◆第 10回 「国際参加プロジェクト(フ ィリピン)」 ユニフォーム ◆

【Designed By岡島美佳子】

リコーダー発表会の際、
シナルハン小学校の先生

から頂いた交流記念品

◆賞状◆ ◆相撲予リエの色紙◆記念品として贈 りました

▲遭
う
〓
′
舟
】

80



“Hello Sonゴ ' と 
でて
GoogBye Song"

)lt.Hィ

2

二14 ′
|

伊
伊

丼r十~‖ ellc,    卜|〔 ||(´ノ   ||「 キ|ィ

p,pデ

おJJみ
_

γ`́

li′ ,(

イう
ナl

lフ

7
|ユ |

|
,r、 O キ il i

テ |(

)
・ρ
ｒ
ｒ

(酔⑤Od Bンc Song～

澤
Gωl bノe G∞と bノe G∞よ♭ノe Sり G.メ |わ′だ

G∞d bye   G∞ど bノe  See /oは  十omorrOい '

子ども進と楽 しい授業になるように、授業開鈴時と終了時に毎日元気に歌いましたぃ
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◆今年の課題曲『レロンレロンシンタ』の楽譜◆
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フィリピンの子ども達はきっと音符を読むことはできないだろうと予想して、あえて楽
譜は載せなかった。その代わりに歌詞とドレミを対応させて書いたことで、その歌を歌う
ようにドレミも覚えていくことができるよう工夫した。

◆リコーダー発表会の際、子ども達に渡した賞状◆
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【日本語訳】
「あなたたちは、リコーダーの練習をよく頑張りました。もう素晴らしいリ
コーダー奏者の一人です。これからもリコーダーを続けてくださいね。リコ

ーダーを通してフィリピンのあなたたちと日本の私たちの心が繋がったこと
でしょう。ありがとう !」
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☆どすこい体操★

塩まいてパンパンパン

お尻もパンパン 顔パンパン

いち に さん し しこふんで

ドスコイ ドスコイ
軍配かえつた 目を覚ませ

まったなし

よ―い はつけよ―い

つっぱりだ つつばりだ

力いつぱい つっぱりだ

小さい相手に つつぱりつつばり

大きい相手に つつぱり

右に逃げたぞ つつばりつつばり

左に逃げたぞ つつぱり

まわしをひいたら がぶりより

外がけだ 内がけだ

のこつた のこつた 拒!れない

外がけだ 内がけだ

バランス ′`ランス 任1れない

「だけど おなかが減つちゃつたよ

お―い ちゃんこまだ一 ?」

「コラーッ !」 「ハィッ !」

塩まいて パンパンパン

お尻もパンパン 顔パンパン

いち に さん し しこふんで

ドスコイ ドスコイ
軍配かえつた 目を覚ませ

まったなし

よ―い はつけよ―い

作詞 ラッキイ池田 作曲B編曲 幾見 雅博
振付 ラッキィ池田

よ―い はつけよ―い
とんだ とんだ

はつそうとびだ それ ジャンプ !

お相撲さんだって それ ジャンプ !

おまけに いぞりだ

体をそらせ

したてひねりは 手を下に

うわてひねりは 手を上に

合掌ひねりだ

両手で ひねろう ギュギュギュ

猫だまし おどろかし

サルだましは キッキッキ

調子に乗つて タコだまし

タコは食べちゃう

「ごっつぁんです」

「コラーッ !」 「ハイツ !」

塩まいてパンパンパン

お尻もパンパン 顔パンパン

いち に さん し しこふんで

ドスコイ ドスコイ
軍配かえつた 目を覚ませ

ドスコイ !
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天理教の用語説明

このページでは、寄稿文や感想文などの中でよく使われた天理教用語を簡単に説明しています。天理大学には天理教
信者でない学生も多く、この文集を読むときの手助けになればと思います。『天理教用語の基礎知識』 (天理教道友社)
2008年から尋I用 しました。

「親神様J(おやがみさま)
神名を天理王命 (て んりお うのみこと)と いう。教祖は親神様のことを人々によく分からせるため、「神」「月日J「を
(お )や」と、三つの段階を踏まえて教えられた。まず、人間を含めこの世すべてを創造された 「元の神」であり、創造
以来変わることなく守護されている「実の神」であると。次に、一刻の休みもなくすべてのものに光と恵みを与える「月
日Jこ そ、天における親神様の姿であると。さらに、もつと身近な、何事でも打ち明けてすがることのできる「親」で
あると。

「教祖」 (おやさま)

天理教の教祖中山みき様のこと。「おやさまJと お呼びしている。

「ぢばJ

教会本部神殿の中央、「かんろだいJと 呼ばれる台の据えられている地点。親神様が人間・世界を創造される時、最初
に人間を宿し込まれたところで、ここに親神様がお鎮まりになっている。「ぢばJは 、すべての人間のふるさとであるの
で、ここに参ることを「ぢばに帰る」、「おぢば帰 りJと いう。周辺を「親里」と呼んでいる。

「陽気ぐらし」(よ うきぐらし)
心の底からわき出る陽気につつまれた明るい暮らし。天理教信仰者の目標とする暮らしであり、親神様が人間を創造
された目的でもある。

「かしもの・かりもの」
私たちの、からだは自分の思うとおりに動くものだと思っています。しかし、私たちがからだを自由に使うことがで
きるのも、親神様が体内に入り込んで、限りないご守護を下されているからです。たとえば、車月、目が覚めるのも、食
べたものが血や内になるのも、呼吸ひとつにしても、自分で意識してやっているにではありません。病気になって、熱
が一、三度上がっただけで、自由に動かせるはずのからだもままならなくなります。このことを「身はかしもの 。かり
もの」と教えられます。からだは、親神様からにんげんへの「貸しもの」、人間の側から言えば「借りものJだというこ
とです。親神様は、からだは人間に貸しておられますが、心だけは「わがものJと して、自由に使うことを許されまし
た。だから、日、耳、鼻、日、両手、両足、生殖器官、これら九つの道具は、自分の心で思うとおりに使うこともでき
るのです。自分の思いどおりに使えるといっても、借りたものであるからには、貸し主の思いに添つて使うことが大切
です。その思いとは「陽気ぐらしJ。

「ひのきしん」

漢字を当てれば「日の寄進」。寄進とは、もともと寺社などに財物を寄付することですか、教祖 (おやさま)は、誰で
も日々にできる親神様 (おやがみさま)に ささげる行いとして、「ひのきしんJを教えられました。無償の行為というこ
とでは、ボランティアと同じですが、親神様のご守護があるからこそ、からだを動かすことができるのだという、喜び
勇んだ心が込められています。この感謝の心から生まれる行動は、すべて、「ひのきしん」です。姿形ではなく、そこに
込められた心が大切なのです。

「にをいがけ」 (においがけ)

親神様の思いをまだ知らない人に伝え信仰の道にいざなうことです。信仰の喜びから発散する匂いをかける意味です。

「おさづけJ

病だすけの手段として渡される授けのもの。「おさづけの理」を頂いたものが、病で苦しんでいる人に真実の心を込め
てこの理を取 り次げば、心次第でどんな脳みも取 り除いていただけるということです。

「おたすけ」
病気や事情で苦しんでいる人に、おさづけを取り次いだり、話を取り次いで、たすかる方向へ導くことです。

「おつとめJ

教祖が、世界中の人間をたすける方法として教えられた、天理教独自の祭儀。本づとめは「かぐらづとめ」と「てを
どりJか らなる。かぐらづとめは「ぢばJでしかつとめられない。

「お願いづとめ」

病気や事情のご守護を願ってつとめるおつとめ。

「朝づとめ・夕づとめJ

朝には、新しい一日を迎えさせていただいたお礼と、今日一日の無事をお願いし、夕には、一日を結構にお連れ通り
いただいたお礼と、明日への祈りをこめてつとめるおつとめ。教会本部はもちろん、教会や布教所、神様をまつる信者
家庭でもつとめられる。
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寄贈品一覧
◆寄贈の様子◆  ひとつひとつを手渡しで贈ることができました。

ツプラノリコーダー

リコーダー指導冊子
おりがみ
クレヨン 講め)
交流班で使った物品各種

・・・208本
・・・15吉 [

・…多数

・・・約 200袋
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A礼状
フィリピンで活動するに当たり、全国からリコーダーを多くの皆様からいただきました。
ご協力いただいた方々へ、活動中のフィリピンからお礼状をお送りしました。

皆様本当にありがとうございました。

この度は、たくさんのリコーダー・折り紙を寄付して
いただき本当にありがとうございました。

皆さんからいただいたものを使って、

多くの子どもたちに喜んでもらえるように

がんばっています。本当にありがとうご た 。

2009年
「国際プロジェクトJ

今加メンバーー同

, |

U

雛脇

この度は、リコーダー・折り紙を寄付していただきありがとうございました。

私たちはいま、皆さんの暖かい思いを胸にフィリピンで活動をしています。

皆様からいただいたリコーダーがここフィリピンの子どもたちのもとで鳴り響いています ♪

本当にありがとうございました。
Salamat pol! ありがとうございました。

し

J
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この報告書を完成するのに、とても時間がかかりました。みんなで協力 して作
ることができ、参加者全員の思いがこもつたすばらしい文集に仕上がったと思
います。

参加者の中で、現在学生の者は 2人 しか残っておらず、作業を進めていく面
でしんどいこともたくさんありました。初めはパソコンの使い方もあまりわか

らなかったので、使い方や操作に慣れるのに時間もかかりました。作業の途中
でこの研修の写真を見たときに、現地での楽 しかったことが思い出されて、写

真を見て笑っていたりもしました。 しかし、作業を進めていくなかで学べたこ

とは大きかったと思います。

第 10回 「国際参加プロジェク ト (フ ィリピン)」 イよ、多くの人の支えがあっ
たからこそ終えることが出来たと思っています。この文集を読んで頂きありが

とうございました。

参加者一同

天理大学 国際参力ロプロジェクト参カロメンバーー同
6320510 奈良県天理市 1山 ノ内町 1050 天理大学地域文化研究センター
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2010年 3月 4日
柳)|1賀津子、椋野 和子、澤山 利広

貝増 舞、岡島 美佳子、北嶋 美根子、久保 真百子

安田 美貴子、奥 きよか、椋野 まゆみ、椋野 美和
天理大学地域文化研究センター (ICRS)
〒632・ 8510 奈良県天理市オ山之内町 1050
TelノTax 0743(63)9007
e‐mail:詭 rs@sta.tenri・ u.ac.jp




